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L万分の L地質図書宗谷および宗谷岬(旭川第 4 号・第 1 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師小山内 照

同 三谷勝利

北海道嘱託北川芳男

はしがき

この図幅および説明書は，昭和 27 年から昭和 29 年までの問，延 200 日間おこなった野

外詞査の結果をまとめたものであるゥ野丹、有査は，おもに小山内がおこなったが，三谷・

北Jl!もそれぞれの地域を示、ねして読査にあたった。三谷は， 東海岸地域および J守*jt川流

域，北川は，丙部低地帯および幕別丘陵地域を担当した。なお元日未別川上流，下r't守太路}f U:

流地域の誤査には，世田松太郎・辰江 )J1111氏の知末別炭鉱調査資料を参にした。また，

コ〉

戸 11品事別地域の詔査には，飯塚保五郎氏のiiiJ凹図恒がすくなからず参ぢになった。

この地域は，合油第三紀!吾が，広く発達していることが古くから知られている。ことに

声同地域や誌別丘陵地域には，調査当!日もなお原油がおこなわれていて，大 I正午字問から羽

幌・戸間油田として著名な地域であるコまた，現在稼行されている宗谷炭田の，北部延長

地域にもあたっているコしたがって，石油・石炭などの資源開発のためにおこなわれた詞

:\)-\り

査報告が数編発表されているつしかし，全域にわたる地質調査報告はまだ発表されたこと

ネ 東京都，工業 i白j校教員(元日本地下産業株式会社員)

料 北海道大学理学部地質学鉱物学教室助手。

1) 柴田松太郎・藤江 力: 知来別炭坑調査資料，未発表。

2) 飯塚保五郎: 北海道宗谷油田地質問説明書，地質調査所， 1936.
3) 伊木常誠: 明治 45 年度鉱物調査報告(北見宗谷炭田)，鉱調 7 号， 1912.
4) 岡村要蔵: 北海道北部中央地区地質調査報文，鉱調 11 号， 1912.
5) 渡辺久古: 宗谷炭田調査報文，鉱調 19 号， 1914.
6) 田上政敏: 天北含炭層は新第三紀層ならん，北海道石炭鉱業会会報 314 号， 1940.
7) 佐々木保雄: 天北炭田地質概観，炭砿技術 3 巻 11 号， 1948.
8) 北海道石炭協会編: 北海道炭田誌「天北炭田 J 1 号， 1950.
9) 衛藤俊治: 北海道宗谷岬附近の地質，地学 4 号， 1951.
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がなく，地質的にまったく未知の地域が，少くなかった。

調査にあたって，北海道立地下資lIt(調査所石III昭i ・松井公平両氏の協力をえた。また

岩石の顕微鏡観察は，北海道立地下資源調査所長脊川潔氏の労をわず、らわした。さらに宗

谷支庁産業課各位，宗谷村職員各位からは，いろいろな便宜を与えられた。北海道大学理

学部助手魚住出・大学院学生高橋功二両氏には，化有の鑑定を長助していただいた。

報告に入るにさきだち，前にあげた各位に謝意を表する。

I 位置上よび交通

乙の閃1厄は，北緯 45°20' 以北，東経 141 °45'----142° の地域で，北海道の最北端にあたっ

ているの行政[:，大半の地域が，稚内市に属し，南東明の----...部が， 3if谷文庁猿払村にふく

められる勺

P;Zji~{i\地域のおもな村落は， ){fi1jjf 日了および幕別町である。ともに推内山‘に属し，国鉄北見

線沿線に発注した， )Urf J]油田および J骨院油田の ;a 接市街地である。そのほか，小漁{をとし

て I~J 京谷村市街地および大平市街地が，商海岸にある。

海岸線ぞいに司道が問さくされていて，定明的 l三稚内からパスが)!~行しており，交通は

かなり便利である c しかし，宗谷川 r i荘地域にはいると，林道すらもなく，全く未開発のま

まである勺

II 地形

この図柄地域の地形は，次の 3 つの地 JT& 区に大別することができるつ

(1) 東部の、[':島地 lir~ および語別地岐に発達する標高 200m 以ドの， やや起伏にとんだ

JiJ 走't' I:flJl 也·m; ぺ

(2) 海j下線・ j曽幌川河岸および?J:別原野の同辺に発達している，標高 60m 以下の平坦

な台地。

(3) 河川流域，海岸線および幕別原聖子に発達している沖積地 c

(1) は， 標高 60m から 200m ていどの， ゆるい起伏にとんだ丘陵 i乍の dJ 地帯であるわ

宗谷半島の脊!誌にむかつて，高度をましている c 脊梁山脈は，南部ほど高くなっている c

この地形区は，白耳目系および新第三系で構成されていて，岩石の国 *J( や地質構造を，ある

ていど反影している。たとえば，脊!誌は白空系のやや問い砂君層(イチャユ/ナイ層)で構

2



第 1 図富磯附近の地形

梁線は曲沸IJJ百基底の砂岩層，その手前の平坦台地は，おもに増幌層およ

び段丘堆積物から構成されている。

第 2 図 富磯(干IJ矢古丹)附近の地形図

点線は，増 l幌国基底，破線は，曲目IJJ昏基底

成されている。また幕別地域の丘陵の梁線は，現質頁宏(稚内層)で構成されている。さ

らに京磯附近の，第 1 図のような地形は，曲 i~rl層の砂岩層を議線としていて，新第三系の

一 3 -



第 3 図丸山附近の地形

円頂任状の独立峰が丸 III である c

Iti];J; ~l 構造を反影している。そのほか，丸山・加問rJ rなどは，玄武岩で構成され，独 \'1: 峰を

つくっている。

(2) は， 海岸線にそった山地の末端や， 1曽院川の東岸台地，幕別丘陵地域および幕別)辰

野周辺の台地などにみられるのおもに第凶系の沼川層や，段丘堆積物としたものから構成

されている。

沼川!留で構成されている面は， 西部地域にひろく発達している c おおよそ標 I肯 30m~

80m までの，かなり削剥された， ゆるく傾斜した面である。一般に北方の海岸にむかつ

て，傾斜している。この地層の分布する北部地域は，砂棟層で構成される，低い面でおお

われているコ

海岸線にそった地域では，あきらかに高低二段の面がみとめられる c 高位而(第 1 段面)

は，標高 50m から 60m にわたって発達しているもので，砂 i喋層をのせている c illf の保存

はあまりよくない。しかし大岬燈台南方に発達している由ーの保存状態は，沼川層のそれよ

りは，良好である。したがって， j百川層の而形成以後に発達したものと考えられる。

低位函 i (第 2 段面)は，海岸線にそった地域や，西部の増幌川下流地域，戸 i河南ノヲ台地，

V ェプントー沼南方台地などに，みとめられる。標 I者 20m~40m であって， 砂瞭層で構

成されていることが多 PO ただ， ν ェプントー沼南方の台地では， iE 川層より新しい堆積

物はみとめられないが，いちおう両が保存されている c 砂礁層をともなっている面の保存

は，沼川層の面や，高位 i百(第 1 段面)にくらべて，はるかに良好であり，分布もひろが

-4-
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りをもっている。

j曽幌川下流の西岸には，さらに低い標高 10m 前後の，ほとんど削剥されていなし)商(第

3 段而)がみられる。この面には，砂疎・粘土層が発達している。 沖積百との比高は， 5m

~10m，低位面(第2 段面)との比高は5m I背後であって，而の保存はもっとも良好であ
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る。

上にのべた高位面(第 1 段I白〉・低位而(第 2 段両および第 3 段面)は，いずれも天北地

域にひろく発達している，低位段丘群にふくめられる。
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北海道立地下資源調査所， 1954.5 万分の l 凶幅説明:書「稚内」
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(3) は，現在の河川，海岸線によって発達している

沖積地，および幕別地域の沖積地である。

主主別地域の沖積地は，さらに， i，砂丘チIJ ， ii，内陸部

の湖水，湿地などをふくむ低地，貯に|文分される。

i は， 1')問から増幌川河口にいたる海岸線に平行し

て発達している， 2JIJの砂丘である。このうち内陸側

の後列は， 8m~9m の高さで， I隔もひろいが， 一般

に砂丘の形態がくずれ，連続性がみられない。また，

前列は， 3m~5m の両さで， 東からF互に低下してい

る。これらは，砂堤からしだいに発達して，砂正の形

態をとったものと考えられる。

ii は，砂堤~砂丘列でとざされた， 内陸部に発達し

7こ llvJi日~入江を埋積した地域である。現存もなおキ/ェ

プント一泊・小沼なと、の湖水がのこされている Q これ

らの湖水は，オホーツク海沿岸にみられる海跡湖と同

じ成因によるものと考えられる。
11)

シュプシト一日の現況は，朝比奈の調査によると，

次のとおりである。沼の最深部は， 1.5m 前後， 1940年

9 月の測定では，透明度は 1m 以下，表面;J<.温 16.5°C ，

PH7.2，酸素 5.48 ee/I， 塩素 675 mg/I, J.古賀は泥であ

る。棲息貝類は ， Corbiculaja ρonica が多く， まれに

Anadontajaponica も法息しており，日月口附近から，

以殻のうすい， .It今α arenaria が採集されている。以

上の結果から，この沼は，低鹸水の i-MJ である。

この地域の地形的特ちょうは，内陸部にゆくにした

がって， I苛さがわずかであるが低下していることであ

る c 砂丘のすぐ内側附近では， 標高 5m~7m である

が， 幕別町附 ;)1 になると， 2m~3m となっているコ

11) 朝比奈英三: 北部北海道汽広域とその氏棲群

楽について，陸水学雑誌 12 を 3 号， 1942.
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このことは，あとからのべるように，表層地質と密接な関係があるようである。

図幅地域の海岸線は，一般に出入がとぼしく，単調である c しかし，現在の海岸線から

約 500 m~1,000 m の聞には， 海面下に，ー5m~ー 10m ていどの，やや平 JG.な浅瀬がみ

とめられる c 代表的には，戸間海岸および富磯以北の海岸にそれぞれ発達している c こと

に，大III甲・泊内附近では，弁天島・豊岩・その他の暗礁・岩礁が点在している《このよう

な海面下の而は，一轄のおぼれ段丘面ではなかろうかと，考えられている。

III 地質

III.l 地質概説

この地域を構成している地質系統は，模式よ t状ド(1のとおりである。

白望系は，おもに宗谷半島の脊染部および東海岸地域に分布しているが，岩相によって，

さらに 6 つの地層にわけられるの段下部は，砂岩と頁岩の互層で代表される Ii寺 lilI 層であ

る c その上位には，板状砂岩の厚層で構成される泊内層・ νノレト岩および頁岩を主とする

苗太路層・砂岩 ·vノレト岩・頁岩の互層を主体とする大岬層の全層ほとんど己/ノレト質砂岩

で，動物化石を多産する尾蘭内層，無層理の砂岩で構成されるイチャシナイ層などが，順

次堆積している。全般を通じてみると，下部は，泥質の堆積物をはさんでいるが，上部で

は， しだいに砂質物が多くなり，また凝灰質物に富む傾 l司がみとめられる c さらに，化干干

の産出も，上部ほどひんぱんである ο これらの化石群は，浦河世~へトナイ世の時代をし

めす，菊石・イノセラムス類である。

白主系を不整合におおって，新第三系の地層が，分布している。この新第三系は岩相に

よって，さらに 6 つの地層にわけられる。最下部の曲淵層は，中新世中矧の， 1毎棲動物群

化石を多くふみ，下部が砂質物にとみ，上部が泥質物で構成される地層である σ11111間層の

上位には，石炭層をはさみ，陸成の堆積相をしめす，宗谷爽炭層が堆積している。この地

層は，図幅の南部地域にだけ発達しており，北部地域ではさらに上位の砂岩を主体とする

見志別層が，曲淵層および白霊系の上に，不整合にのっている。鬼志別層の上には，天北

油田地域の，主要な構成員となっている砂岩・頁岩・疎岩で構成される増幌層・頁岩を主

I:.!)

古 これらの地層は，知来別図幅地域に発達している。この間幅では知来別問幅地域でも

ちいた地層名を踏しゅうしたむ

12) 小山内照・三谷勝利・石 I I[昭三: 5 万分の l 同幅説明書「知来JjI] J，北海道開発庁，

1957.
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体とする稚内層・ νノレト岩からなる戸間層が発達している。これらのうち稚内層・声問屑

の発達は，増i幌川から西部地域にかぎられ，東部地域では，含油第三系としてもっとも主

要な，増幌層が削長Ijをうけている。東海岸地域では，増幌層をつらぬいて，かんらん石玄

武岩の岩脈および岩床がみとめられる。乙の活動時期は，第三紀末であろう。

新第三系は，大まかにみると，宗谷半島の脊梁部をつくる白星系を中核とする，背斜構

造を軸として，東海岸および丙海岸に，それぞれ向斜をしめして，分布している。また，

増幌川の両部地域には，上位屑がひろく発達している。半島地域の構造を詳細にみると，

数多くの宿曲と，断層による大きな転移がみとめられるっ代表的なものは，ほぼ南北性の

摺曲軸と，それに平行した断層，および東西性の断層であるっとのような構造は第三紀末

に形成されたと考えられる。

この地域の第四系の構成員は， j召川層と呼ばれている砂，疎および粘土を主体とする地

層と段丘堆積物であるつこのような堆積物をのこしてしだいに陸化し，現在の沖積百をつ

くる沖積層がl住積している。沖積層は，幕別原野および河川流域，海浜lこのとされた堆積物

を，それぞれ堆積環境に応じて，第 91司のように 6 つに分類した。乙れらは，いずれも沖

積世の地史を解明するためには，主要な構成員である。

III.2 地質各説

III.2.1 白霊系

すでにのべたように， 白主系は， 岩相および層相によって，下位から， (1)時前層・

(2) rr ':l内層・ (3) 甫太路屑・ (4) 大岬層・ (5) 尾蘭内層・ (6) イチャンナイ層の 6 つの地

層にわけられる。

全般的にみると，東側ほど第三系で多く削剥されて，白主系下部層のとに，新第三系が

直接のる，不整合関係をしめしているったとえば，脊梁の西部地域では，尾蘭内層および

イチャンナイ層が，新第三系下底と接している。東部地域では，時点目)国・泊内層・白太路

層・大岬層・などが不整合におおわれているつ

III.2.1.1 時前層 [Crl]

模式地: 泊内附 iii の海岸

分布: 泊内附涯に，わずかに分布している。

構造: 一般に N 20o~30° E ・ 300~35° NW の走向・傾斜を示しているが，玄式岩

岩脈につらぬかれているため，局部 I'-TS なみだれがみとめられるつ

関 係: この図幅地域では，下位屈との関係はみられない。知来別 [\%'jl 隔では，この地

-10-



層の下位に，なお桃尻脳・チェナイポ)討などが整

合的に発達している。

との悶幅地域の時前層は，岩1lJ と知来別図幅地

域の時前層の上部に相当する。

砂岩と頁岩から構成され，

層理のはっきりした互層が主体である。拳大前後

の大きさの，不規則な形の団球をふくんでいる。

砂岩は，暗l灰色または陪灰褐色を呈していて，

細粒~中粒のものである。 厚さ 20cm-30cm

ていどの板状~角板状の産状をしめしているこ

とが多い。

:pr 岩は，陪灰色~淡黒色を呈し，一般に泥質

であるが，ややシルト質のものもはさんでい

る c )手さ 5cm-l0cm ていどで砂岩と互!脅して

いる。

この閃幅地域では，砂岩と頁岩とが，ほぼ等量

の互層で構成されている。

頁岩および砂岩の中に ， Inoceramus

sp. の介殻{政片が多量にみとめられるが，完全な

個体は採宗できなかった。そのほか，属売未決定

の巻介を保果した c

65m 十

層 CC r2J内j自III.2.1.2

j白内(豊岩)の北方海市の出

約 2km にわた

って会イrr しているだけである c

N10ー_25"E ・ 25°_30° NW の一般

走1句・傾斜を示してし)る。下部は玄武岩につらぬ

かれ，走司・傾斜がややみだれている。

!i t:~J Ij層との 1立界附 iii は，玄武岩でつ

きらかでない c しかし大局的には，両層の間に樽
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造上の変化がみとめられない。したがって， i'斬移的に移り変るものと考えられる。

岩茸および岩相: 促状砂岩の厚届で構成されている。一部には，砂質頁岩および頁岩

の薄層をはさんでいる。

砂岩は，淡青灰色の粗粒~中杭砂岩からなり， 30cm~50cm ていどの厚さの板状層理

を示していることが多い。一部では，砂質五岩および頁岩と薄互層状態を示している。

砂岩の中には，イノセラムスの殻の破片をふくみ，また小豆大の細円礁を散点的にふく

んでいることがある。そのほか，まれに植物化石破片もみとめられる。

下部は，やや塊状の産状を示す砂岩で構成されている。その上部に，頁岩・砂22頁岩と

砂岩との薄互層部および頁岩の薄層部をはさみ，板状層J豆の明IJ京な砂岩の)享層が発達して

いる。

化 石: イノセラムス破片および値切化石岐片のほかは採集できなかった。

層厚: 160m 士

III.2.1.3 苗太路層 (Cr3]

模式地: 模式的には知未別図幅下白太路川下流部に発達している。

分 布: この図幅地域では，前向山市プ Jの 148.5 m 標高点附近に分イ Is しているだけで

ある。

構 造: n七五川市沢支流で， NS20ー~30° W の一一般走向・傾斜がみとめられる。

関 係: この図幅地域では，断層で新第二系と接しているため，下位層との l直接の関

係は，あきらかでない。しかし，宗谷・宗谷町および知来別区 i幅地域を通じて，構造的に

も岩和的にも， I白内層の上位層であることは，まちがいない。

岩買および岩ね: 頁岩またはシノント岩と，砂岩で構成されている。また凝灰岩をはさ

んでいる。

頁岩は，淡~~色である。回理はあまりあきらかでない。シノレト岩質の部分もみとめら

れる。

砂岩は，青灰色，細粒~中粒で，ー殻に凝灰質である。

民出不良のため，岩相の変化はあきらかでなかった。しかし観察できたかぎりでは，厚

さ 50cm~100cm の砂岩層を，まれにはさむ，保層理の頁岩およびシノレト岩で構成されて

しユる。

厚層: 200m 土

III.2.1.4 大岬層 (Cr4]

模式地: 珊内から大山中市街地までの海岸の露出

分 布: 模式地附 j庄のほか，応部川下流地域から上苗太路川附 ;11 まで，帯状 lこ分布し
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ている。

構造: 瑚内から宗谷岬燈台附i江までは， N20o~35° W • 8°~45° SW，燈台から大

岬市街までは， N80oW~N85°E ・ 8°~15° SE~SW の走向・傾斜をしめしており，大ま

かには，西南lこ傾斜した半ドーム構造を形成している。[j j= ~iS JIlから上苗太路川にかけての

地域では， N10o~20° W ・ 300~50° SW の，一般走向・傾斜を示している。

関 係: 模式地附近では，下位層との関係はあきらかでないつしかし!日前川から南部

地域では，下位の苗太路層と漸移している。したがって地層の境界は，砂岩・頁岩の薄互

層部から上位を，大岬層にした。

岩質および岩相: 砂岩・頁岩およびVノレト岩の互層を主体として，凝氏岩および疎岩

をはさんでいる。

第 11 図 大山中層下部相の露出(大 IDlfl 市街附近)

凝灰岩・凝灰質砂岩・頁岩で構成されている司

砂岩には，淡黄褐色で，

粗粒のものと，灰青色で，

似状の産状を示す粗粒~潟l]

粒のものとがある。前者は

一般に凝灰質である。後者

は，指頭大前後の円礁をふ

くみ，礁質砂岩の部分がみ

とめられるつともに植物化

石破片やイノセラムス破片

をふくんでいることが多

いっこの砂岩は頁岩~シル

ト岩の聞に 1m 以下の厚き

ではさまっている。

凝灰岩は，黄褐色または

灰白色を呈し，粗しような

ものが多い。一般に， 50cm

~100m ていどの厚さで，

;百世の中にはさまっている。

頁告は.陪)κ色~淡黒色を註しているが，風化して陪褐色となっていることが多いっ

一般に泥質であるが，ややシルト質や砂質の部分もみとめられる。拳大前後の記灰質問

球を多くふくむことが特ちょう的である。

模式地附jEでは，下部に凝天貨物および砂14物が，上部に泥質物が多くなる傾向がみと

められる。すなわち，下部は，版状砂岩・礁岩・凝史質砂岩および凝り〈岩などと頁岩とが，

20cm~100cm ていどの厚さで互層している ο その，I:部は，やや頁岩または νノレト岩にと

-13-



なっている。

第 12 図 大岬層の露出(大 Iii甲市街附近)

大 jllEj1層の中， J::部にあたり，頁岩にとんだ互層と

んでいる。

んだ砂岩との薄互層部がみら

れ，さらに日部は，層埋のあま

りはっきりしない，頁岩または

Vノレト岩の厚層で構成されてい

る。 薄互層部および頁岩層部に

は，小型の団球が多く，菊石や

イノセラムスなどの破片をふく

一方， H寺前川下流部や，上出

太路川では，模式地のようない

ちじるしくリズミカノレな互層は

みとめられないつまた，模式地

の下部と中，上部にみられたよ

うな，明瞭な層相の変化はみと

められないっ上下を通じて，頁

岩の多い大まかな互層で構成さ

れていることが特ちょう的であ

る c したがって，模式地と南部

地域との層相をくらべると，水

平的な変化が，かなりはげしいことが推定される c このことは，この地層を，知来別図幅

の南部地域まで追跡すると，ーそうはっきりする。知来別図幅南部地域では，ほとんど砂

岩，凝町岩の介在がなくなり，頁岩~νノレト岩で構成されていて，層相が，かなりいちじ

るしく，変わることが，明瞭である。

化 石: 模式i也附j庄の団£1くから次のような化石を採集したc ー隈に枇片が多く，鑑定

できるものが少い。またイノセラムスが多く，荷有の毘LiJが少い c

Epigonicerassp.

114etap!acenticerassubti ・listriatum (lIMBO)

InoceramusnaumanniYOKOYAMA

Ina. schmidtiMICHAEL

Ina. dr.orientalisSOKOLOW

Ina. sp.

Lucinasp.
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層厚: 500m 十

III.2.1.5 尾蘭内層 (Cr5J

模式地: 西海岸尾蘭内(第 2 清浜)附近の崖

分布: 半島の脊 f誌にそって，南北方向に分布しているほか，上苗太路川・下苗太路

川などの上流地域にも，大きな分布がみられる。また，西海岸地域では，模式地のほかに，

宗谷附近にも発達している。

構造: 模式地附近では， N10°,-15° W の一般走i司と， 70°，-30° 東および酉に傾斜

しており，背斜構造をとっている。珊内附近では， N20°,-35° W , 40°,-45° SW であっ

て，大岬半ドームの西翼の構造を示している。また，尾蘭内の南方海岸および宗谷附近で

は， N10°,-30° E, 20°,-40° SE の走向，傾斜を示している c 脊梁地域では，ほぼ南北性

の走i句をとりながら， 10°，-20° 前後の東および西傾斜が，反ぷくしてみとめられ，背斜・

向者i構造が推定されるのしかし半島全域を通じてみると，新第三系の分布と構造から，大

きな背斜の軸となっている。また，上白太路川，下前太路川などの上流地域でも，ほぼ南

北titの走向， 5°，-30° 東および酉傾斜がみとめられ，背斜および向斜をくりかえしている。

関 係: 珊内附近では，下位の大岬層が， しだいに νノレト質となり，ついに νノレト岩

質砂岩(いわゆる泌くい砂岩)となっていて，漸移している。したがって，いちおう層理

面の不明瞭となる ， Vノレト岩質砂岩から，尾蘭内層にふくめた。

岩~1{および岩相: 砂岩(己/ノレト JE質)を主体とし，泥岩またはシノレト岩をはさむ地層

である。ー煎に，均質な部分が多く，塊状の産状を示し，層照の発達がわるい。

砂岩は，黄禍色を示し，軟質制11粒で，一般に凝灰質である。また，灰緑色，青灰色を

示し，細杭~中粒の区硬なものもみとめられるの前一者は， この地層の主体となっている

もので，泥質またはシノレト質岩片を，耕一紋状またはノ 4 ッチ状にふくんでいることが特ち

ょう的であるの風化した田では， とくにまだら模様がはっきりしている♂また，指.HJ{大

以下の浮石Jl今を，ときどきふくんでいるの後者は，上商太路川の，下位回との境界附近

に発達しており，出緑石様の緑色粒をふくんでいることが特ちょう的である。

段下部には，堅国な灰緑色・古灰色砂岩の薄層が，局部的 lこ発達している。珊内附近で

は，まったく漸移的に下位層からかわっていて，堅回砂岩はみとめられない。全般的にみ

ると，下部は，ほとんど均賀塊状の理紋状砂岩(いわゆる泥くい砂岩)で構成されている。

中部は，斑紋状砂岩に j手石片を多くふくむようになり，泥岩・頁岩および主/ノレト岩などの

薄層をはさむ部分がみとめられ，層聞がはっきりしているつまた，小豆大の円礁をふくむ

ヰ このような特ちょうから，野外では「泥くし、」砂岩と呼んだ。
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礁質砂岩をはさむとともある。模式地附近は，乙のような介在層の多い，中部層にあたり，

人頭大以下の石灰質団球を多くふくんでいる。上部は，ややνノレト岩質ーになっているが，

やはり斑紋状砂岩が優勢で、ある。しかしいくぶん層理が発達している。層相の水平方向の

変化はあきらかでない。

化 石: 中部および上部の石氏質団球および地層中から，次のような化石を採集した。

一般に保存不良である。

Epigonicerasglabrum(lIMBO)

E. Sp.

Damesitesdr.damesi(lIMBO)

D. sp.

GaudryccrastcnuiliraturhYABE

Gaud. striatum(lIMBO)

Gaud. sp.

Puzosia(sl.)sp.

Eupar:hydiscusdr.haradai(lIMBO)

Phyllopachycerasezoense(YOKO.)

iI/leta ρlacen ti' :;eras subtilistriatum(lIMBO)

Neo ρhylloceras sp.

Texanitessp.

H,;j J字: 400m+

III.2.1.6 イチャンナイ層 [Cr6J*

模式地: イチャンナイ川!二流および中流

分 布: 増幌川・ケナキ/ポロ川・イチャンナイ川・オイクショマナイ川などの中流;'jis

およびi誌と流部に，ほほ南北庁向に帯状分布しているっそのほか，下出太路川・知来別川

上流地域・目梨川上流地域などにも分布している 3

構造: 1目幌川本流・ケナシポロ川などの中流部では， N20ー W~N 20ー E ・ 400~50 。

NW~SE の走 ~U ・傾斜を示しているが， イナャシナイ川中流では， N600~70° W~N

500~60E ・ 20° EN~NWの走向・傾斜がみとめられ，小規模な向斜構造がうかがえる。脊

梁部では，ほぼ 100~20° W の一般走高をとり，定根の西側では，一般に東傾斜・東側で

は西傾斜を示していて，かなり連続した向斜構造をとっている。日梨川中・上流部では N

600~500E ・ 300~40° SE の走向・傾斜がみとめられるが，このような構造のちがいは半向

ヰ この地問は，衛藤俊治の奥宗行累層に相当する。

料衛藤俊治: 前出 9)
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を!日切る断層による転移と考えられる

関係: 下位層とは整合漸移している 3

岩22および岩相: 全層ほとんど砂岩で構成されている。まれに凝灰岩をはさんでい

る。

砂岩は，組粒~中粒で，ほとんど凝灰質である。一般に明硬なものが多い。特ちょう

的なことは，青，赤，黒，緑などの色調を IJ~す，小粒子が，陪青灰色の基地の中に，多

量にみとめられ，いわゆる雑色を示していることである。このほか，青緑色を示し，海

緑石様の緑色粒を多畳にふくみ，粗粒で f:1i硬なものもみとめられる。この砂岩には，ま

れに指頭大前後の大きさの砂岩，チャート，粘板岩などの，円礁を散点的にふくんでい

ることがある。

全層ほとんど知層理で，塊状の産状をとる刊住色、砂岩で構成されている。まれに，灰

白色，粗しような凝灰岩の薄層や，青緑色の堅田な砂岩をはさんでいるだけで，層相の変

化はみとめられない。

化 石: まれに不規則な形の，拳大前後の砂1~~団球をふくみ，その中に保存のわるい，

イノセラムスの彼片がみとめられるつ

層厚: 350m 十

III.2.2 新第三系

新第三系は，岩相および層相によって，下位から， (1) 出j出層・ (2) ~j~谷爽炭層・ (3) 鬼

志別層・ (4) J曽幌層・ (5) 稚内層・ (6) 戸同居の 6 つの地層にわけられる。

III.2.2.1 曲淵層 (Mg]

模式地: オンコロマナイ川の下流域および吉磯の沢の石切場附近

分布: 増悦川の西 lこ流れる各支流の中流地域・宿磯の沢中流・宗谷・ピリカタイ・

オシコロマナイ・泊岸などの海岸・日梨川下流と上流の地域・上市太陥川および下問太陥

川の上流域などに，それぞれほぼ，南北のノゴ向をもって，帯状に発達している。

構造: 半島脊梁部の白主系にみとめられる背企|構造をはさんで，西翼では， N~S な

いし N 108~30° E ・ 300~50° W~NW ，東翼では， N100~40D W ・ 200~40° NE の走向・

傾斜をそれぞれしめしているつ脊梁背会|構造の両翼には，さらに，小さい規模の背斜およ

び[句会i構造が，いくつか形成されているつこの小構造の軸の方向は，ほぼ， N100
E~N 30。

2ド 野外では，このような特ちょうからた雑色、砂岩と呼んだ。

キボ 前にのベたようにこの凶幅のほぼ中央に，南北の方向をもって， )よく分布している

山主系の中にみられる背斜構造である。この構造は，この同幅のなかの地質構造の骨

格をなしている。以下は脊梁背斜構造として記載する。
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W であって，地層の傾斜は， 30°_60° である。

関 係: 下位の自室系を，傾斜不整合におおっている。不整合面は，この図幅内では，

観察できなかった。

岩質および岩相: 砂岩・泥岩・凝灰岩および疎岩から構造されている。これらは，い

ずれも凝灰質である。

泥岩は，陪灰色または灰色を呈しており，やや!明硬である。一般に，砂質であって，

分級はわるし、。灰白色あるいは灰色の細粒な火山性物質をふくんでいる c 風化すると，

赤褐色や灰白色にかわり，年輪状の縞を生ずるものがある c 団球・細礁などをふくみ，

ときには，同球が許状に連なってはさまっている。介化石を散点的にふくんでいる。

砂岩は，陪緑色をしめし，粗粒からやや中粒のものと，帯青灰色の細粒のものとがあ

る。前者は，塊状で，かなり堅硬である。ひじように凝灰質であって，細粒の火山性物

質が，緑泥石化していて，砂岩そのものが，陪緑色となっている。細かし、円喋や泥塊を

ふくんでいる。風化すると，淡緑色~灰緑色の，ややもろい砂岩になっている。この砂

岩は，厚い単層で，発達することが多いので，一部の地域では，割:{jとして採石され，

利用されている。おもに曲 mJ層の下部に発達している。

後者の砂岩は，分級が良好であって，日。理がわりあいはっきりしている。やや明硬で

ある。木片・炭化木および細礁などをふくんでいる c また，介化石が，かなりみとめら

れる。おもに，曲湖周の上部で，泥岩と互層している。

醸岩は，下部に局部的に，薄く発達している。構成傑は，砂岩・頁岩・粘板岩および

チャートなどで，キンカン大以下の百円形ないし円形のものである。脆弱な粗粒の砂で，

かためられている c

凝灰岩は， FX 白色を巳し，脆弱で粗粒なものである。顕微鏡下では，長石・角閃石・

輝正i およびμ英などがみとめられ，安山岩質である c まれに，キンカン大以下の i手石礁

第 13 図 治浜(オンコロマナイ)附近の尚尚IJ)脅の露出

板状の砂質泥岩で構成されている c
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をかなり多くふくんでいる σ 曲削除?の下部と上部にはさまれているつ

1111i)::1層は，岩illの f:から，上部層とド部層とに|天分することができるつまた，ところに

よっては， 3 つに区分することができるようである lコ

第 14 図 山湖!国の露出(オンコロマナイ沢)

下部の砂岩府で，オニオン状の書IJ 日が発達して

いる。(陪緑色凝灰質砂岩)

2t~民部の棟岩層は，この図幅内では，観察できなかったっしかし，沼川図幅地域の，知

米別川の最上流でみとめられる。ここでは，キンカシ大からオ ν ンヂ大の亜角J諜を，散)，!-j，

1';0にふくむ，疎Iq-担粒な砂芦あるいは瞭岩(厚さ 25 cm~:rj後)が，白主系の上にみとめら

れる。この疎岩!膏の← h位には，厚い日立緑色を呈する凝りの Hl粒~中粒砂宕が，連続して

のって l) る。この岩十日は，国幅の全地域で，だいたいみとめられるのところによっては，

帯吉氏色の制位砂岩や，砂丘泥岩をはさんでいる。また，この岩相から，海棲介化石を産

出する。オンコロマナイ川の川口では， 厚さ 40m ていどの砂巨泥;岩をはさみ， その中に

介化石を，多くふくんでいる。また，南部地域では，灰白色の十羽 i賀凝灰岩を，追跡する

ことができる。この凝灰宕は，脊梁背斜の百 (Wiでは， ;t~~民から 40m~45m， 東側では，

20m~25m ヒ位のところにみとめられる。

上部層は，砂賀川岩と帯占灰色の納牧~中粒砂宕との互層で構成されている。一般に砂

質泥岩にとんでいる。 25m~40m の厚さで，ほぼ全地域に発達しているっただ，脊梁背

斜の東翼南部地域では，況岩にとんだ互層は，ほとんどみられないで，帯占灰色の細粒砂
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岩層が， J享く発達している。

上部層からは，保存のやや良い， l年棲介化石を，多く産出するつ

脊梁背斜の東翼の， f日;iJfj)f[ ，上m太路川および下出太山川では，上部層のさらに上位に，

H音似色の凝灰質粗粒~中粒砂岩が， 5m~15m の厚さで発達している c この砂岩層には，

ときに， 1手石賀凝!必岩を扶んでいる υ 層相のようすは，下部層と，ょくにている。

化石: 砂PI泥岩や，細粒砂岩からは，保存のやや良い，山陵介化石が，多く産出す

るむ鑑定できたものは，つぎのようなものである。

AciZa(A.)sp.

Acila(A.)vigiliavar.brevisNAGAOetINOUE

A. (T.)sp.

Yoldia(s ふ) sp.

Chlamyssp.

C/inocarduimcaliforniense(DESHAYES)

Venericardia(Cyclocardi α〉 αbeshinaiensis (OTSUKA)

れ (lvfegacardita) ferruginosa(A.ADAMSetREEVE)

Lucinomasp.

iV! acom α (s.s) 0ρ tim YOKOYAMA

]¥If. (s.s)tokyoensisl¥lAKIYAMA

M. (s.s)n.sp.

PeriplomabesshoensisYOKOYAMA

Ancistrolepissp.

Turritell αSp.

TrochocerithiumtvadanumYOKOYAMA

Dentaliumsp.

Coralgen.etsp.indet.

層 厚: 図幅の南から北にむかつて，厚さが，しだいに減少している c さらに，脊梁

背斜の両翼の lit] 淵!曹は，東翼に比べて，やや厚くなっている。また，宗谷 III甲を中心にした

地域では， [Il l 淵層は，全く欠除しており，自主系の上に，後でのべる鬼志別層が，不整合

でのっている。

この地域で，曲同 tl! 昔が欠除していることについては，筆者らは，曲淵層の堆積の後に，

次の地層の堆積のはじまる問で， 侵蝕削剥されたものではなくて， 曲問 j層の堆積時期

を通じて， ほとんど無堆積の原境にあったものと考えていると l これは，曲淵回全体の

厚さが，宗谷川の方向にむかつて薄くなっていき， とくに， 曲淵下部隠の陪緑色凝灰

質砂岩!日に，この傾向が，いちじるしく現われてくることから推定できる。
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'1字決背斜の西翼南部の， j[?暁川 j二流では， 150m の厚さをしめしているが，北方にむか

つて，つぎのように)手さがかわっている c イチャンナイ川では 120mパ守磯の沢では 125m ，

オンコロマナイ川では 145 m，清浜海岸では 70m， 泊f芋海伴では 50m，珊]内海岸では，

欠除している。なお，西翼部の上部層は， 30m~35m の厚さで発達している。

脊梁背3dの:司i翼部では，南部から北方にむかつて，下出友山川では 114m 土， と苗太路

川では 751九時JiS川では 75m，目梨川では 55 m，矢iJ古欠ifJj岸では，欠除している。上部

層の厚さは， 30m~40m である c

111.2.2.2 宗谷爽炭層 eSc]

模式地: 下回太陥川上流

分 布: この阿!陥の南部地域だけに発達している c 脊染背斜の西翼では，ケナキ/ポロ

Jll の 1 支流，東翼では， .J: 白太陥川本流の底上流地域で，それぞれ尖滅している。

構造: 脊洪背斜の西翼では， N-S~N lO° W の走 il'} ， 40o~50° W~SW の傾斜を，

また，東翼では， NlOo~20° W ・ 300~50° NE の走向・傾斜をそれぞれしめしている。

関係: 下校の曲lr，~iJ冒とは，薄い納粒の牒岩層で境しているところが多い c 境界面は，

あまり不規則な波状面がみとめられない c また，構造均にも曲19~層とは，ほとんど変らな

いわこのような点から，両方の地層は一応整合的に接しているものと考えられる。

Jぎ賀および界相: おもに，況岩および砂岩で構成されており，牒岩・凝灰岩および石

炭をはさんで、いる。

泥岩は，帯青灰色あるいは陪以色をしめしており，ち密な，やや!主硬なものである。

居埋回は，あきらかである。風化すると，赤褐色の角板状の細片に破砕しやすい。柏物

業化石や木片のほか，小団球をふくんでいる c

砂岩は， l倍緑色の中杭または粁I粒の砂岩と，帯青灰色の細粒砂岩とがみとめられる。

いずれも凝灰質である。層理は，不明瞭であって，しばしば偽屑府理が発達している。

礁岩は，小豆大からキンカン大くらいの泥岩や砂岩の匝円礁を，粗粒から中粒の砂で

かためている c 一般にもろく，風化面では，赤褐色をおびた!f0:質の砂礁層にかわってい

る c

石炭は， 士状光沢または 'j':t封脂状光沢をもった，粗志賀の!主硬な褐炭である。風化す

ると，角板状に剥離しやすい。炭層は， 2~3)脅みとめられる c いずれも，泥岩や凝灰岩

あるいは凝版質粘土の中盤を，数帯はさんでいる c また，水平方向では，厚さの膨縮が

いちじるしい c 稼行の対象になる炭田は， 1 層である。

宗谷爽完層は，まえにものべたように，この肉|隔の南部で，脊梁背合iの両翼に，わず、か

に発達している。この地層が尖減しているようすは，民間ではみられなかった。しかし，

地層の厚さは，北方にむかつておおよそ 3km の問に， 70m~80 m から Om まで急激に，
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変化しているつまた，上苗太路川上流では， I出淵層の最上部層と，つぎにのべる鬼志別層

の長下部岩相との間に， J手さ， 2m の帯吉灰色の凝灰質1砂岩をはさんでいる。この砂岩層

には，ひじように組悪質で， (頃堅な，石炭層を，厚さ 15cm，長任 1m くらいのレンズ塊

としてはさんでいる。乙の石炭をふくんだ砂岩層が，宗谷爽炭層に相当する地層の，北の

中

限界ではないかと推定される。

脊梁背J;'!の東翼と rJG]翼とでは，宗谷爽炭層の層十日がちがっているつ

百翼ーでは，基民に合1喋凝!央区‘砂岩層があり， との

ていどの 2 枚の石り此之の;汚苛層をはさんだ凝!民必2臼賀宅写-砂 J岩吉と i泥尼岩の互層が発j違主している O 石炭層は

2 層のほかはみとめられない。上部層は，砂目泥岩にとんだ，砂岩との互屑であって，と

きに棟岩や記事11-砂岩をはさんでいる。

東翼では， 1l!点に， 2mf迫『後の牒岩層がみられ，その上1\'n乙，凝!)(It'i'の飢粒砂宕が発達ー

している。巾部は，砂町泥Eにとんだ刺粒砂手?との互層であって，ときには， レンズ状に

石災の薄層をはさんでいるゥ石炭層は， .f:部の砂忠 . iJ~岩の互層の中にみとめられる。矢n

来別川上流では， 3 層であるが，下出太山川の交流の土流・下 "~Ii太時川本流の !-:ifrtでは，

2 層がみとめられるっ この石炭層のうち， ド['占太山川でみられる下位の炭層と，知米別川

でみられる中位の炭層とは，同ーの炭層であるコ乙の炭層は， tJr丈 3m 前後であって，引く

**白色の凝灰岩・泥岩・炭史民!日などの中盤をかなりはさんでいる。ほかの炭層は， dr 丈 1m

内外であるつ知来別川でみられる下部の炭層は，北のド百 i太路川では，みとめられない。

化 石: 京谷爽民国Iiこは， j~ 層をつうじて情物化石を多数産出する。化石の程属につ

ヰキポ

いては，佐々が，報告しているつ

層 !事: 脊:45 背J; 'I の東巽の下古 IT 太陥川の支 jft のふ UfrT で， もっとも厚く 95m である?

西翼の増幌川本流のと流では， 75m である。

III.2.2.3 鬼志別層 (OsJ

模式地: 泊岸から珊内までの同の海斥出および ι磯の沢の石切境問， ;fr

分 布: 脊梁背J;'[の両翼で，曲折 i層や〉 j: 谷央炭層とほぼ同じような合布をもっている。

とのほか，宗谷岬を中心とした，半ドーム構造の部分では，白官系を II~( 按おおって発達し

ている。

構造: 脊~背令|の荷翼では， N108
~30) W • 10ー~30° SW の走 l訂・傾斜をしめして

中 地質 l泣では，この砂岩!習の部分は [Ibm]) 胃の中にふくめてあるつ

料第 26 図参照コ

ヰネ~!と 北海道石炭協会編: 前出 8)
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おり，京翼では， N-S~N 30~ W ・ 200~30° NE の走出IJ .傾斜をしめしている u なお，こ

の背合lの両翼では，規模の小さい背+'1 および II:I]斜構造が，いくつか発達しているわ構造紬

の )j向は，脊洪背斜判iの方向に，ほぼ平行している。

これらのおもな構造のほかに，ぇ:谷 II中附;Jiを中心とした、I': ドーム構造が発達しているコ

そして，珊内の沢で， N5ー~15ー W • 20コ士 SW， ;IlL切別川中流で， N80uE~N60'W •

20ー SE~SW の走向・傾斜をそれぞれ示している。

関 係: この医]i[J討の大部分の地 11えでは，宗谷央))<層を欠いて，児古別層が 1 1I 1i);;: 層の上

1{((こ，直接のっているつ 1 1[ 1 抗層と弘吉別屑との関係は，脊洪背 +'1 の l吋翼にある多くの沢で

紅察できるつ

鬼志別府の基!氏には， ほとんどの地域で， 1m~4m の厚さの， 陪緑色の itU;) 己資粗粒

~中粒砂岩が，小豆大からキンカン大の而ド j磨陳をふくんで，発達している c 境界|出は，

不規則な波状而をもっていることが多いっとくに，オィグショマナイ川およびこの南の

沢でほ，境界 l前のところの曲淵!習の最上部の地層に，穿孔介であげられた穿孔が， 上部

の時緑色の砂岩でみたされて，残されているつ

また，富{畿の沢では，鬼ぶ別居基底の合傑砂告と，曲同~ )日の暗)クピ色の泥岩とが， [111jJj の

干の指を組合ぜたような状態で，接している。接触出には，曲 t潟11) 叫の j尼百円ーを多くふく

んだやわらかい砂官の部分や，粘上化した部分などがみとめられる。

)lei，古別!吾の正時部と，接する曲川層を広い:自聞に ;0 跡、してみると，北部地域では，泥岩

にとんだ砂岩との互層であるが，南部の宗谷央宍層の尖減地点附近では，この泥岩・砂 E

互層のーとれその暗示品色凝 Iだ白砂岩となっているつこのように，鬼志別層と曲淵層との問には，

海退一白 l]lIJ- 海進の一連の造陸)~討をともなっているとみることができる。

fH 部地域の，宗谷爽炭層と鬼志別居との関係については，知来別図幅で， くわしい観

察の結果を報告したっそして，鬼志別問のド部と宗谷爽炭憎の上部とが，同時期の堆積

の異柑の関係にあるとのベた。しかし，この両地層の関係を， I.よい範凶にわたって観察

した結果で、は，両地層の問には，削長 IJ 作用をともなった堆積の休止期のあったと忠われ

る資料が，かなり多くみとめられる。また，両地層が同時異相の関係にあるという考え

の前提となった，知米別川森本炭坑付近の露山(知来別|ズ l幅の写真の露出)につし、ても，
長

再検討を要する問題が，かなりあるように思われる。

これらのことから，比古別層と宗谷爽炭層との問にも，造陸 j宝引が推定されそうである。

岩買および岩本口: 全層にわたって，砂岩が!?一越しており，ときに，泥岩や凝灰宥をは

さんでいるつ

砂有は，陪緑色の粗粒または中粒のものと，市青灰色を呈する細粒あるし、は中粒のも

*詳しい検討は，別摘で発表する予定である。
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のとがあるの前者は，塊状の産状をしめしていて，小育大からキンカン大の円形~桓円

形の喋をまだらにふくんでいる c ときに，礁質砂岩の岩村1をしめす部分がある。一般に

ひじように凝灰質である。

この砂岩を顕微鏡でみると， 0.2mm~0.7 mm の大きさの緑色を旦する出状物質をひ

じように多くふくんでいるぐこの緑色の物質は，緑泥干 7の細粒結品および鉄鉱物である。

この砂岩で，とくにこの地問の基底部に発達している岩相には，炭化水片，角板状炭

片および介化石を含んでいる。

後者の砂岩は，やや 1\;( 硬であるが， 一般に府埋の発達がわるし、 c 風化すると， ?12 黄樹

色の脆弱な岩相になりやすい。かなり凝灰質である。この砂岩の中には，風化すると，

淡緑灰色になるものが，部分的にみとめられる。これは，府理が明らかで，かなり問硬

である。

泥岩は， I由民色を日し，砂質をおびている。砂岩の問に，わずかにはさまって発達し

ているの

Y4 志別層の住民は，市lH礁をかなりふくんだ， Il l~ ほ色の凝りく 'UPiU 立あるいは中社の砂岩で

あって， IUli);:! 層とのほ界を追跡する場企のよい鍵層となる。この出店岩層の 1:1\'[( ま， fH; 吉氏

色または淡緑色の中杭~京[l!肢の砂岩が，尽く累積している。ときに， Uf刊誌色の til 校砂岩や，

砂賀川左?をはさんでいるの

水平万 r(u の岩相の変化は，みとめられない。

化 石: 鬼古別層は ， /t 層にわたって，介化石そのほかの/白石を産出するが，ところ

によっては，掃き寄せ状の化石帯を形成し，官零してふくまれていることがあるむとくに，

基!売の[]百 ~CJ~ 色の凝 IJcIQ- 砂持層からは，多くの化仔を店主する

Acila(T.)gottschei(Bδ 立M)

A. (T.)sp.

Nuculana1うennular YOKOYAMA

Yoldia(Cnestcrium)sp.(a/f.}う (c.) notabilisYOK.)

Mallethiasp.

Saccellasp.

Chlamysswijty

C. sp.

Ostreasp.

ClinocardiumcalijornienseDESHAYES

C. shinjienseMAKIYAMA

Ven{oricardia(C.)abeshinaicnsisOTUXA

V. (C.)n.sp.

Lucinom αsp.
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Mαcoma tokyoensisMAK.

Macoma(s ふ) opticaYOK.

M. n.sp.

Peronideachib αna (OTUKA)

1V1actrasp.

PholadideakamakuraensisYOK

A( a cuenaie/ormis(BoHM)

Platiodonni ρ戸onica UOZUMIetFU]IE

Natic αsp.

Neρtunea omuraiOTUKA

Turritellasp.

Pse ρhia sp.

TrophonopsisuyemuraiOTUKA

Dentaliumsp.

腕足類 3 荏

単体珊瑚

海胆類

鮫類の歯

なお，鬼志別層の泥宕からは，有孔虫の化石がかなり産出するが，土田定次郎は，っさ

のものを報告している。(ケナ νポロ川の鬼古別層)

Ammodiscusincertusd'ORBIGNY

Ammomarginulinasp.

Buliminapyrulad'ORBIGNY

Bathys 伊hon arenaceaCUSHMAN

?Clavulinasp.

?Clαvulinoides sp.

Cyclamminajαρ onica ASANO

C. orbicularisBRADY

c. sp.

GoesellaschenckiASANO

Haρlophragmoides subglobosum(SARS)

1V1artinottiellacommunis(d'ORBIGNY)

層 厚: この地層は， Llfl 淵層と同じように，この図幅の南から北にむかつて， しだい

13) 北海道宗谷日高堆積盆地の微小占生物学的研究(その 2) ， (その 3) 石油技術協会誌

第 22 巻第 6 号 1957. 第 23 巻第 1 号 1958.
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lこ j手さを減少している。とくに，最北端のLii谷山中附j庄の半ドーム構造の地域では，ひじよ

うに薄くなっているところがある。

また，脊梁背余!の両翼でも，厚さのちがいがみとめられるー

母も厚く発達している地域は，背~~l'の両翼のJ首幌川 btriで， 200m 前後である。この河

翼では，とのJ目幌川日荒から，北にむかつて，イチャンナイ川では 160m， オイクショマ

ナイ川では 120 m , i青浜海岸では 80m 前後になっている。一方，東翼では，南部の下苗太

路川と流で 70m~80m，上白太陥川で 60m土，目梨川で 50m のN.さを示している σ

半ドーム構造地域では，東側の矢口;志矢海岸で 40m であるが，西側の珊内海岸では 70m，

泊岸向岸では 80m~90m となっているつ

III.2.2.4 増幌層 (MpJ

模式地: 1円!院Jfl支流の七線の沢

分 布: 脊染背 ~~l の両翼に広く発達しているつ東翼では，オピラシナイ沢および知志

欠の沢の流域全域に発達しているほか，上由太山川・下 ffl 太路川のそれぞれ中流域にも，

ひろく分布している。丙翼では，ケナ Vポロ川・七線の沢・イチャシナイ川・トドラシナ

イ川・オイクショマナイ川・ t?"r 磁の沢などの下流から中流流域にわたって発達している

さらに，幕別丘陵の幕別背余|の頂部にも，分布している。

構造: 増悦層の分布している地域には，現模の小さい背斜および向斜構造が，いく

つか形成されている。これらの構造軸の方向は，脊栄背斜軸と，ほぼ三子行している。一般

に， N20ー E~N 20 コ~300W の走|訂をしめし， lO D~20° のゆるい傾斜をもっているつま

た， 主主別背斜の民部では， N20o~30° W • 200~30Q E~W の走向・傾斜をもった背~~lを

形成している。

関 係: 下位の忠志別層とのJ1'~ には，ほとんどの地域で， II吉緑色の凝灰質の砂岩が発

達しているつまた，いくつかの地域では，薄い合i穣細杭の砂岩層が基!点層となっている。

境界面は，一般に，不況別であって，小豆大からキンカシ大ていどの亜円形~円形礁が，

境界而のとに並んでいる。広志別層は，まえにのべたように，ほぼ均一な砂岩層で構成さ

れているので，首'~見層の正問面で削剥をおこなっているかどうかは，明らかでない 3

構造の上では，九志別層と，ほぼ同じような，走向・傾斜をしめしている。

岩相的には， J~志別居と J曽!幌層との問 lこは，はっきりした境界がみられるが，大きな堆

積の休止および削剥作用は，考えられないようである。

岩質および岩手日: 疎岩・泥岩・砂岩などをおもな構成岩相としており，ときに，凝灰

岩・石炭などをはさんでいる。
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礁岩は，陪灰色や灰色を呈し，半ば円磨された，祭大からキンカン大，ときに人頭大

の礁を，粗粒または中粒の砂で，かなり密にかためている。礁の種類は，石英粗面岩・

普通輝石安山岩・破璃質安山岩・その他の安山岩類・花崩閃緑岩・微閃緑岩・リソイダ

イト・輝緑岩・ホル γ ブエノレス・圧砕岩質粘板岩・桂質岩・赤色~緑色チャート・硬砂

岩・石英粗両岩質凝灰岩・砂岩・泥岩・泥灰質団球礁・緑色砂岩などで，その種類はひ

じように多い。とくに，火成岩礁が目立っている。ときに，中粒砂岩や泥岩を， レンズ

状にはさんでいる。また，増幌層下部に発達している磯岩のなかには，石炭塊を含んで

し、ることがある。

泥岩は，暗灰色または淡青灰色を示しており，やや硬質である。一般に砂質で，凝灰

岩や浮石の小片および木片がみとめられる。府理は，あきらかである。風化すると，短

冊状あるいは介殻状の細片に破砕されやすい。火山岩片は，緑泥石化して，陪緑色にか

わっているものがある。この地層の上部には，かなり厚い，泥岩の単層が発達していて，

有孔虫化石を多数ふくんでいる。

砂岩には，陪緑色の凝灰質砂岩と淡青灰色または暗褐灰色の砂岩とがある。前者は，

おもに，基底部附近に発達しており，粗粒あるいは中粒の砂岩である。ひじように凝灰

質であって，緑泥石化作用がし、ちじるしく，外観は，海緑:{j砂岩とよくにている。細礁・

炭片・泥 If などをふくんでいる。

後者は，粗粒から細粒までの砂岩であって，いく分凝灰質である。ひじように軟弱で

あるが，局部的には，硬質の砂岩をレンズ状にはさんでいる。一般に回理は不明瞭であ

るが， {為層層理の発達することがある。
骨

石炭は，飯塚保五郎によると，黒褐色の土状ないし、|三樹脂状光沢をもち，断口が，参

万三状の褐炭である。)享さは， 1m~3m ていどで， 厚さの膨縮が， かなり大きし、。増幌

iHIftJ 油井柱状図では，増収屑のヒ|肢から， 120m から 200m までの問に数枚と，この地

層の下限から， 200m 士上位のところに， 2 枚~3 枚の石炭層が確認されている c 前者

の層準のもののうちには，厚い炭田が， 2 枚~3 枚みとめられている。

j普!院層の基底層は ， Jヲ.さ， 1m~3m のi白紙色を!せする凝沢賢の粗粒あるいは中粒の砂岩

層である。乙の地層の上位にのっている岩相は，牒 25 砂岩層. i尼腎・砂岩の薄い互層，泥

岩と疎岩との互層などで，ところによってかわっている。

J世間層は，ほとんどが泌宕・砂岩および疎岩の薄い互層の連続で，ときに"これらの岩

相が，単層で数 m の厚さに発達している。下部は，やや泥岩にとんだ疎岩との互層を主と

して，ときに，砂岩をはさんでいる。中部は，むしろ砂岩の多い，併、岩・泥岩の互層であ

る。上部は，幕別背合 iの頂部[こ発達している。おもに泥岩で構成されており，砂岩をわず

かにはさんでいる c この岩相は，一般には幕別頁持層と呼ばれている。

化石: この地層から 2 枚介やき介の化石は，ほとんどみられなかった。ただ，泥岩

飯塚保五郎: 前出 2)
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申

のなかには，全層にわたって有孔虫化石を，多くふんでいる。土田定次郎は，ケナ νポロ

川の泥岩から，次のようなものを報告している。

Ammodiscusincertusd'ORBIGNY

Ammomarginuliasp.

Acervuliasp.

Bulimina ρ'Y1'U 1σd'ORBIGNY

Bathysiphonsp.

?Clavuiinoidessp.

?Clavulinαsp.

CyclamminapusillaBRADY

C. japonicaASANO

C. incisa(STACHE)

C. orbicul αris BRADY

Dorothixsp.

Dentalinasubsoluta(CUSHMAN)

Gaudryinasp.

GoesellaschenckiASANO

Haplaphragmoidessubglobosun(SARS)

H. sp.

Hippocrepiorellasp.

?Hopkinsmasp.

Martinottiellacommunisd'ORBIGNY

M. dr.nodulosa(CUSHMAN)

Uvigerina αkit αensis ASANO

層 厚: この図幅で地域には， 1由民層のと限と下限とが，同じ構造単位のなかに発進

していないので，全体の厚さは，わからない。最も厚く，中・下部層の発達している，ケ

ナシポロ川では， 600m 土である。また，幕別背斜の頂部でおこなわれた油井試 ~Kでは，

キヰミ

800m 以上の厚さを測定しているっこの全層厚のなかで，幕別頁岩層ば， 280m ていどで

ある。

III.2.2.5 稚内層 [WkJ

模式地: 幕別丘陵 134.6 m 標高点の西側の沢

分 布: 幕別丘陵の南部地域， 1皆既川下流の西岸丘陵およびイチャンナイJl[ ]I!口南方

* 土田定次郎: 前出 13)

料飯塚保五郎: 前出 2) の資料による。
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丘陵などにそれぞれ分布している。

構造: 幕別丘陵南部では，増l幌層を背斜の中核として，両翼側では， N20o~300W.

400~45° SW ・東翼担Ij では N 200~30° W • 20o~30° NE の走「白j ・傾斜を示している。イ

チャンナイ J Il Jll 口では， NS~N 50W • 60o~70° W の走向・傾斜をとり，かなり急傾斜し

ている。とれは，増l幌層と断層 (I限延断層と呼ばれている)で接しているためであろう。

増幌川川口附近では，走向・傾斜はあきらかでない。

関係: イチャシナイ}l IJll口では，断層で下位の増幌層と接している。しかし，幕別

丘陵南部では，増幌層のと部相(幕別層)から整合的にかわっている。

第 16 図 稚内層の露出(イチャンナイ )11)1\ 日の出)

板状硬質頁岩と軟質H岩とが互!脅しているつ

岩1~-および岩相: シノレト賀貞岩で構成されている。新鮮なHuでは，暗灰色であるが，

風化すると，淡持褐色にかわり，年輪状の縞日を宝じている。品交に堅l岨で凝灰白‘であ

る。イチャンナイ JIjJII 口町、 j-; iJ:では，堅 @i な頁岩と，やや軟質の己/ノレト l1f頁宕とが，版状の

互層状態をしめしている。誌別丘陵地域でも，ほぼ同様な層相が発達していて，層相の変

化は，あまりみとめられない。

層厚: 150m 十

III.2.2.6 声問層〔附〕

模式地: )if 同市街の南方にある丘陵の出，および幕別南方の丘陵の店

分 布: JiJ 問市街の南ノヲにある丘陵台地・シェプントー沼南方の丘陵台地，および幕

別丘陵の西縁部などに分布している。そのほか， j曽i幌川 t流の西岸丘陵地にわずかに分布
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している。

構造: 声問南方およびV .:t. プントー沼南方の丘陵では， 20° 以下のゆるい傾斜をも

ちながら，波うっていて，走向は一定していない。幕別丘陵では，下位層の増幌層・稚内

層と，ほぼ同様な構造をもっている。西翼側では， N100~30° W ・ 100~20° SW の走向・

傾斜である。ただ，幕別市街附近は，背斜の軸核にあたっているので， N80 0E ・ 500~55°

NW の走向・傾斜をしめしている。

関 係: 下位の稚内層とはしだいに移りかわっている。

岩質および岩本日: 全層ほとんどνノレト岩で溝成されている c 新鮮な面で、ば暗灰色であ

るが，風化すると，淡褐白色~黄褐色となり，年輪状の縞模様が発達している。一般に凝

灰質ーである。均質で塊状の産状を示していることが多く，層開の発達がわるい。また風化

I面に平行に，破砕する性質をもっている。岩相の変化はほとんどみとめられない。

層厚: 200m 十

III.2.3 第四系

第四系は，洪積統にふくめられる段丘堆植物と，沖積統 lこ属する，沖積地を円!損してい

る，いろいろな堆積物とから構成されている。

III.2.3.1 洪積統

洪積杭 lこ属する地層は， 比高 10m 以上の，段丘平 J:R.百を構成している堆積層である。

それぞれの堆積相のちがいと，堆積面の高さのちがいによって， (1) 沼川層・ (2) 第 1 段

段丘堆積物・ (3) 第 2 段段丘堆積物・ (4) 第 3 段段丘堆積物の 4 つに区分することができ

る。これらのうち， jH 川層としたものは i自民}l lから西部地域で，また，第 1 段段丘堆積

物としたものは，北東海岸地域でだけ識別できるもので，両者の関係はあきらかでない。

ζ の図幅地域では，同 :F; をl仕積相のちがいによって，区分しているむしかし，天北地域の

ひろい範囲にわたって， i召川層を追跡すると，標 r@j 100m iii くまで， j'lt積していることが

知られている。さらに，それより高い平川町がみとめられている。したがって，沼川層は，

夫北地域の中位段丘群にふくめられるものと，うえられている。また， 80m 以下に発達し

*ている堆積物は，低位段丘群として一日ーされている。 この閃百地域にみとめられる，第 1

段 . tT~ 2 段・第 3 段段丘堆積物としたものは，低iiI:段丘群にふくめられるJ:jf.積物と考えら

れる。

1 沼川層 (Nk]

模式地: }11問市街南方の丘陵台地，および幕別丘陵台地の露出

本小山内照: 前出 10)
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分 布: 増幌川の東岸丘陵地域・幕別圧陵地域 ·v ェプユノトー沼南方の丘陵地および

戸問南方の丘陵地などに分布している。分布両度は，幕別丘陵の南部では，標高 100m 附

近からはじまり， 10m 前後のところまで発達している。ほかの地域では， 標高 60 m~70

m から以下の丘陵地にみとめられる。

構造: 層理の発達がわるいので，ほとんどその構造はわからない。ただ，新第三系

の構造と無関係に発達していることと，不整合而からみると， ほとんど水平あるいは 10°

以下の緩傾斜をもっているようであるの

関係: 新第三系の噌幌層・稚内層・戸間層などを，あきらかに不整合におおってい

る c また幕別丘陵の北部地域では，あきらかに新期の砂牒層(第 2 段段丘堆積物)でおお

われている。しかし第 1 段段丘堆積物としたものとの関係は，分布上あきらかにすること

ができない c しかし，前にのべたように， jlf川層はス北全域を通じて，第 1 段段丘堆積物

より古いものと三号えられる r

岩質および岩相: 砂，礁，粘土なと、で構成された，疎開が主体となっている。

礁層は，拳大から小豆大の円瞭・肩平磯・角礁と，これらの燥の間をうずめる粗粒の

砂とで構成されている。礁の種類は，大部分が稚内層・戸間層から由来した，硬質頁岩・

シノレト岩であるつこのほかチャート・砂岩・粘板岩・頁岩などの円礁がみられる。

砂層は，灰白色~浪褐色を呈し，細粒~粗粒である。lO cm~30cm ていどの厚さで

1深層および粘土層と互層している。

粘士!片は，青!κ白色~淡褐色を呈する，きわめて軟いものである。一般に，砂田や礁

第 17 図出川層の露出

幕別附近の崖，砂層・シルト層および傑層がみとめられる。
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層と互層していることが多い。

戸間南方の丘陵地では，基底部に厚さ 3m--5m の，分級された砂操層をともなってい

る。場所によっては，基盤の上に直接粘土層がのっていることもある。このような基底部

の上には，細粒の操層を主とする，砂層・粘土層などの互層部がみとめられる。この互層

部は，偽層にとんでいるのが特ちょう的である。

J曽幌川地域や幕別丘陵地域では，分級のわるい砂棟層が主体となっており，粘:f二層をは

さんでいる。

乙のように沼川層の層相は，局部的lこはかなりはげしく変化しているようである。

層厚: もっとも厚い地域でも， 20m をこえることはないようである。

2 第 1 段段丘堆積物 CTd

模式地: 泊内(豊岩)と目梨の問の，間道の切割り。

分 布: 模式地のほか，泊内北方の崖の上，大岬燈台南方の丘陵地など，おもに北東

海岸地域に分布している。分布高度は標高 50 m--60m である。

岩質および岩相: 砂・礁で構成されている。やや層理を示している乙ともあるが，一

般に分級のわるい砂礁層が主体となっている。模式地では，砂層(粗粒~中粒)を，わず

かにはさみ，偽層がみとめられる。

礁は，下位の白望系や新第二‘系から由来した，人頭大以下の円礁，亜円礁が主体であ

る。礁の聞は砂でうずめているが， [司結状態は不充分である。

砂は，粗粒のものが多く，ほとんどかたまっていない。

第 1 段段丘堆積物は，堆積地域によって，それぞれ違った岩相を示していて，層相は一

様ではない。

層厚: 最も厚いところで 4m 土であり，平均 2m ていどである。

3 第 2 段段丘堆積物

模式地: 幕別市街北方の平坦台地。

分布: 海岸にそった標高 20m--40m の平坦台地および幕別丘陵の北部地域・増l幌

川の東岸台地・戸J問南方の台地などに分布している。

岩質および岩本目: おもな構成員は，粗粒の砂・円諜・亜円礁・角疎および粘土などで

ある。沼川層や第 1 段段丘堆積物にくらべて分級がわるい。

礁の種類は，沼川層や第 1 段段丘堆積物のものと，ほとんどかわらない。その大きさは

人頭大以下で，拳大前後のものが多い。

第 2 段段丘堆積物も，第 1 段段丘堆積物と同様に，地域的に岩相がかなり違っている。

一 32 -



基盤が増幌層で構成されている場合は，円棟の多い陳層が主体となり，粘土層をはさんで

いる。稚内層・戸間層の分布地域では，拳大以下の扇平礁の多い，疎層と粘土層で構成さ

れている。

層厚: 一般に lm~2m ていどである。

4第 3 段段丘堆積物 (T3J

模式地: 幕別丘陵の北部地域の台地。

分布: 模式地附近にかぎられている。この堆積物の面は，標高 10m 以下である。

岩賀および岩相: わりあい分級の進んだ，拳大以下の円棟・局平礁で構成される操層

が主体で，砂・粘土などをはさんでいる。礁の種類は，ほとんど稚内層・戸間層から由来

した，いわゆるピスケザト礁である。

層厚: 2m ていどである。

III.2.3.2 沖積統

沖積統は，幕別西方の低地帯(幕別原野)を埋積している堆積物と，海浜に発達してい

る砂丘砂，および海岸線・河川流域にそって発達している堆積物で構成されている c

ことでは，まず幕別原野の堆積物について説明し，のちに現海浜・河川堆積物について

のべる。

1幕別原野の坤積統

幕別原野地域は，ハンドオーガーを使用して， 地表下 4m~5m までの表層地質を調査

した。その結果，乙の地域の堆積物は，堆積環境のちがいによって，それぞれ違った岩相

で構成されていることが，あきらかになった。それらは， (1) 旧海浜堆積物・ (2) 古湖iM

堆積物・ (3) 砂丘砂・ (4) 泥炭などである。これらの堆積物は，地史的にそれぞれ密接な

関係をもっているので，一括して説明する。

海岸から内陸部にむかつて調査した， 10 カ所の地点の，地表ド 4m~5m の柱状断面は，

第 18 図にしめしたとおりである。これによると， No.5 では，厚さ 75cm の泥炭層が発達

し，その下に泥炭化の進んだ砂が 10cm みとめられる。さらに下位にはハンドオーガーで

掘進のできない，陳層が発達している。この棟層の疎は，おもに稚内層・声問層から由米

したシノレト岩・頁岩などの局平操である。このような疎層は第 19 図の No.H， No.12 など

のよ也点では，直接地表に露出している。さらに海岸にむかつて追跡すると， No.13 では，

地形的にあきらかな砂丘砂でおおわれている。また，内陸部に追跡すると， No.7~No. 10

の地点まで，連続的にみとめられ， しだいに採くなって， No.10 では疎層の上面は，地表下

3.3m となっている。さらに， No.8 では， 4.2m まで試錐しでも，礁層には到達しない。し
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第 18 図 ハンドオーガーによる試錐柱状

a 泥炭 b 砂層 c 泥炭質砂層 d シルト層 e 粘土層 f 砂礁周

g Corbicula 貝殻 ，Hi h 貝殻散在市 i 巻貝産出帯 j 植物破片産!I\帯

第 19 図低地帯試錐位置

(番号は，柱状番号に一致する)
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第 20 図 No.13 の新砂丘と下部の砂

瞭層(旧砂丘〉

たがって，とのj深層は，内陸部にいくにしたがって，深くなっていることはあきらかであ

る。また，燥の形態から，海岸附)Ii~乙 fit積したものと考えられる。このような牒屑を，旧

海浜堆積物としてとりあつかった。このfit積物の分布は，一般に向岸附j庄の地形が高いと

ころ一 標高 5m 以上一一←にかぎられている。標I苛 5mJj"下のところでは，地衣下 3m~

4m 1，ともぐっていて，現在の地形の高低と， ほぼ一致していることが持ちょう的である。

No.9, No. lOは 5m 等高線附)rrである。また，構成員の性Ittが， I~Uにのべた搭別丘陵の北

部地域， }li問書店の台地に発達している，第 2 段段丘j住積物・第 3 段段丘.I:#~積物の構成良

と，似ていることも，興味あることである。

No.10 では， I日海浜堆積物の上位に，比較的細粒の疎層()手さ1.8 m) がみとめられ，こ

の中に汽水相を示す Corbiιula を多く毘する。このような .I:1t積相は， No.8 でもみとめら

れるコ No.8 では Corbicu!a および，そのほかの汽水棲貝殻をふくむ氏古色の砂賀会/ノレト

が， 2.5m 以上発達している。さらに内陸の No.4 では，灰占色のシノレトまたはシノレト賀粘

土になり，地表下1.5 m ~乙 Corbicula の似片をふくんでいる。また， この堆政相を幕別附

近で，ほぼ東西方向に追跡すると， No.1 ・ 2 ・3 のような柱状がみとめられ， Corbicula をふ

くむ，シノレトと細粒砂の互層が発達している。しかし， No.1 では， No.2 ・ 3 でみとめられる

ような貝殻帯がなく，周辺相を示している。

このような Corbiωlα 貝殻市をはさむ， νノレ

トを主体とする相を，旧湖沼堆積物とした口

この堆積物は，周辺相 (No. lOでみとめられ

る細粒砂棟層)と中心相とでは，かなりはげ

しく相が変兆しているようである。

砂丘砂は，前にのべたように，海岸線に平

行する地形的にあきらかな 2 :7IJの砂丘列を構

成している。ひじように淘汰された中位~組i

粒の砂が主体である。この砂丘列の一部にあ

たる No.13 では，前にのべた旧海浜堆積物の

上に，細陳と砂との立層がみられ，貝殻帯を 1

枚はさんでいる。この貝殻-貯を構成している

貝殻は iWactra， Protothaca, Tetlinα， Paρhia

などの海棲穂で，現在の海浜でみられるもの

と，ほぼ同じものである。互層部の上には，
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新!切の砂丘(前列の砂丘)とゴヲえられる砂丘砂が 2m 以上発達している。したがって，貝

殻をふくむ互層部は， I廿砂丘(後列の砂正一内陸餌，!J)形成時の海浜堆積相と考えられる。

以上の堆積物をおおって，最上部に泥炭層が発達している。この泥炭は，いわゆる低位

泥炭であって，ヨ vの破片を主体としている。厚さはせいぜい 1m 前後である。厚さの変

化には，規則件: (たとえば中心部に向って厚さを増すというような)はみとめられない。

したがって，泥炭形成時の微地形に左右されて堆積したものと考えられる。

2 現河川堆積物および現海浜堆積物

現在の河川および海岸線に堆積した，砂・疎・粘土などであるの

現河川堆積物は， J:流地域から遅ばれた陳・粘土が主体である c 新第三系や白望系の露

出する地域を流れる河川流域では，一般に礁が多く，大きさはほとんど人頭大以下であ

る。円磨されたものや角ばったものなどが，砂や粘土とともに雑然と堆積していて， JI書問

を示しているととは少い c 厚さは不定で， 5m 以上のととろもある。また流れのゆるやか

な地域では，疎よりも，砂・粘土が主体となっている。現海浜堆積物は，場所によって構

成物が違っているの一般に，新第三系や白主系の分布している地域の海岸は，礁が多く，

いわゆる砂利浜をつくっている。半島地域の海岸線はほとんど礁で構成されているのしか

し，大きな河川(例えば増幌川・日梨川・泊内川など)の河口附近には，淘汰された細粒~

中粒の砂で構成された砂原がわずかに発達している c 一方，戸間から増幌川河口までの問

は，小豆大以下の円磨された礁をまじえる砂層が，海岸線に平行に，かなりひろく発達し

ている。

III.2.4 火成岩

この地域に発達する火成岩としては，東海岸地域にみられる玄武岩だけである。

III.2.4.1 玄武岩 CBs]

分 布: 北端の弁天島およびその附近の岩礁・東海岸の豊岩・泊内附近の崖と海岸の

岩礁・丸山および溺閉山などにみられる。

関 係: 豊岩附近では，新第三系の鬼古別層をつらぬき， i曽幌層の基底部lこ，岩床状

に貫入し，鬼古別層および増慌層に変質をあたえている。泊内附近では，白主系の|時前層

および泊内層を岩脈状につらぬいている。丸山および、疏間山を構成するものは，増幌層を

岩脈状l乙つらぬいているものである。

岩質および岩相: それぞれの露出によって，貫入の型態や，貫入している層準がちが

っているが，肉眼的には，あまりちがいはみとめられない。一般に，細粒で晴灰色または

淡青緑灰色をした，堅田でち密な岩石である。完品質で，輝石・かんらん石がみとめられ
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第 21 図 豊岩 玄武岩で構成されているの柱状節埋が発達している。

る c ただ，弁天島を構成してい

るものは，暗灰褐色を望し，活1~

石粒がスポット状に散在してい

る。斜長石がみとめられる完171
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58()~60° 0 そのほか，少量の

続泥石・炭酸塩鉱物・磁鉄鉱・

チタン鉄鉱などがみとめられ

る。また，岩1-i の空隙をうず

めて，方沸石やソーダ沸仁ーが

みとめられる。

弁天島以外のもの一一一

かんらん石を斑品とし，石~

は完，'11111%-で，おもに単斜輝石と

余|長石からなり，問粒構造をと

っている。

かんらん石は， 1mm~2

mm の大きさのもので，大部

分は緑泥石粒にかわり， レリ

ックになっている。まれにレ

リックの中心部にかんらん石

が残っている。 2V= -860
で

第 23 図弁天品の露出

柱状節理の断面がよくみれるわ

クリソライトに相当する。問粒構造をとる斜長以と単斜輝石の間をうずめて，少量の黒

雲母・磁鉄鉱・続泥正J ・炭酸塩

鉱物がみられる c このほか，ご

く少量のガラス状物質もみとめ

られるつなお，単斜師干すは淡緑

色で，多色 'I全のない汗通輝~Ci質

のものである c 黒雲母は.石基

の形成以後に形成されたもの

で， x= 淡黄色， z=褐色の多色

j生がし、ちじるしい c

第 24 図 弁天岸のかんらん石玄武岩(顕微鏡写真)

01: かんらん石 Py: 詐通輝石 PI: 斜長石

以ーとのべたような観察から，弁

天鳥のものも，ほかの地域のもの

も，かんらん石玄武岩である。

乙の玄武岩の活動時期は，増幌屑堆積以降(稚内層・戸間層との関係はわからないが，お
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そらく ;n ..~紀よ)の火rf Ii万引によってもたらされたもので，ほぼ同II!{!り]Iと，各)ifr tと ;Jj 入し

たものと 17えら;tL る。

III.3 地質構造

この地域の i也11 構造は，ほぼ市北 '1'1[:をしめす摺 III! 構造と，摺 1111 軸にほぼ平行した断層，

およびこれらを横断する断層などによって，決定されている、

III.3.1 摺曲構造

['X ]11JM 地域をみると，白系の ml J! J構造と，新第三系の摺 atl 構造には，大きな違いはみと

められない ο ただ，白担系の地層は，新第 _.0 系の地層にくらべて急傾斜をしめしている。

また，ド l' 主系の斗 l にみとめられる摺由の振 l隔は，新第二三系のものより，やや小さい。さら

に，新第三系にはみられないドーム構造が，白望系に発達している。

大局的にみると，宗谷脊沼山脈にそった，内三 Z系を中肢とする背J; 'I 構法がみとめられ，

新第三系の分布を，大きく 2 分しているの白主系は，背斜 l珂斜をくりかえしながら，同部

にゆくほど上 1<0 国が発達しているっこれに対して，新第三系は，大まかには点翼・両翼地

域で，それぞれ向斜構造をとっている。また，新第三系および r'l G日系が広く発達している

市部地 j或では，やや複雑な摺 iJ fl 構造を示しているが， JUl 院川からの両部地域では，四側ほ

どしだいに単純な構造となっているの

白系や新第三系の内にみとめられる， mrltl l1i. lh の方 it!J は， ほとんど N 1O ()~30() W の方

向性をもっている。しかし，宗谷i1 lf~ 附;11 では，白票系の大i1 nリ再が，南に沈んだ半ドーム構

造をとって分布しているのその柚の方向は，やや東にふれた NNE~SSW で，前 lこのべ 7二

間 I}!! 前h と利夫ーする )j 向性をもっている。また，大 111 1 1 1 ドームの南部の泊内附近には，大 ilif f!ド

ームとの関係から， .J:1<f. J冒が脱出しなければならない牝置に，この同幅地 l翌日の最下{<[層が，

発達している。これは，大 IIIIF ドームと同様に， ドーム構造の一部(両翼部)が露出してい

るものと巧えられる。とのようなドーム構造地域の特ちょうは，新第三系の最下位の rtflt!!:1

同をかいて，リよ志、別!固が直接白 4系をおおって，発達していることである。このような，

NNE~SSW の初 Iltl の方向性や， ドーム構造は，新第三系の分布地域には，まったくみと

められない，構造である。したがって，新第三系堆積前に， ドーム構造を作る，;\li到があっ

たことがあきらかであるのすなわち，この地域の閉山は， 2 つの時期の活動にもとづいて

いるものと考えられる。大岬ドームにしめされている NNE~SSE の軸方向をもった栴曲

は，新第三系 Jit 積前の構造であり， I~U' にのべた NNW~SSE の軌プ :i!rlJ 摺曲は，新第三系堆

積後の構造であろう。
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III.3.2 断層構造

この地域の断層系統は， (1)NW~SE }j向の断層系統と， (2)(1) を横断する NE~SW

方向の断層系統にわけられる。(1)は，前にのべた，新第三系堆積後の裡 1111 軸 lこ，ほぼ平行

しており，新第三系J: ffi 積後の間 1111 辺動にともなって形成されたものと考えられる。 (2) は，

(1) の形成後に発達した断層であるコこれらは，いずれも新第三系堆積後(はっきり推定で

きるのは戸間層晴元立後)のものである。

(1) の系統の代表的なものは，伯作附近から，脊栄背斜の東側を， f-13 企i 前II に平行に走る断

層である。目梨川・ 11寺前川では，提雑 lこ切られて，みだれており，また北端部では 2~3 本

に分裂している。しかし，先日米別院|幅地域で，宗谷断層とした断層まで，いちおう連続し

ている。この断層の特ちょうは，一般に，断層の西側は白空系が，東但 I] は新第壬系のいろ

いろな屑準が，発注していることである ο

また j廿|院川にそって，ほぼ市北方 I(IJ に推定される断層 crミl1 J/T lの市部地同で， 1限延断層と

呼ばれているものの北部延長にあたっている〉がある勺イチャユノナイ}l[J I! n附況の以 IH で

は. ]:'11 1関西の下代初 i と ， J%IJqj 尚とが，この断層で持しているじしかも， flf.1 守層は，かなり

二l傾斜をしめして l) ること，および，この断層の阿却には， JI~!il!JI';~ 肘より下代の地問の発注

が，まったくみられないことから，かなり大きな断層と〆号えられる η この断同も. (1) 系統

に属するものであろう。

(2) 系統に属する代去 I'; 甘なものは， l(J 内川川仁!から， jl う Iplt 川 pf 、j- jli まで， NE~SW 万I(lj に

迫跡される断層である。 LI 梨川の I: 流地]:!'~では，この断層によって， r; [jにのべた (1) 系統

の断層が，不連続となっている。また白空系が， N500~700E ・ 10° SE の走 i訂・傾斜をも

って， くさび、状lこ，新第三系分布地械にはいりこんでいるづこのように，構造的に不連続

性をともなってはいるが，大きくみると， Yif}r~は，それほど大きくはないようである

111.4 地史

これまでのべたことと，知米別・枕内図的Jtl2h!~の苅1，識から，この地域のi也r，J~の大更を，

あるていど推定することができるつ

III.4.1 白霊紀

%171 ミ別 rS<~liPh\J 也岐に発達する，ナエナイボ層，桃 UL 層の層 j日は，、 V:i?i!:! 毎の fl~~J{2 から，かな

り急激な隆起をうけて ，F.~ 躍の不安定な浅海の環 l~~ !こかわったことをしめしている c 降*1-~

の頂点は，桃尻層の堆積期であったらしく，その後は， リズミカノレな I: 昇 . rU 平がくりか

小山内照・三谷勝手 IJ ・石山口百三: 前 /1\ 12)
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えきれ， 113前層が堆積したの泊内層のf住積期には，物質の供給源が変化したと同店に，い

ちじるしく供給が増加して，急速に厚く砂をJt積した。このような，基盤のやや不安定な

時期をへて，泊内層堆積後には，ふたたび沈降し，ほぼ安定した環境となったようである。

その結果，砂相から泥相へと，堆積相が急変し，かなり急速な堆積がおこなわれたようで

ある。とれが，苗太路層の堆積期である。この!時期には，イノセラムスを主体とした動物

群が生棲していた。

出太路層堆積後，この地域の基盤は，ふたたび不安定な， リズミカノレな運動をつづ、けた

らしく，大岬層にみられる砂と泥の互層相が堆積している。乙の l時期には，火山活主bが，

しだいに活ぽつになって，火山岩片や浮石片をとばしている。また，このような火山活動

lとともなって，供給源に急変があったらしく，疎粒の堆積がみられるの

大iii印層堆積後は，隆起が進行して，浅い大陸棚の海況に，砂や泥のl仕積がおこなわれた。

これが尾蘭内層の堆積期である。火山市封は，この HH:明にも，なおひき続いていたようで

ある。 乍物群は，アユ/モナイト・イノセラムス類のほか，小型の斧石類や腕足類がくわわ

り，一時間には， 11町瑚類も生棲していた。その後，基盤の隆起につれて，供給源の変化が

みられ，急速な砂のJiG積と，火IJ11&到がおこなわれていた。これがイナャシナイ層のtit積

期である。

とのような白空系のf仕積後，この地域は，新第三紀中葉まで，ほとんど陪地化された環

境であったらしいぐこの時期には，かなり大きな構造運動をこうむったようである Q この

!~--!}期の構造?互助は， NNE~SSW の摺 lttl軸を，形成するようなj宝到であったらしい。また，

ドーム状構造が，各地に発達したようである。

III.4.2 新第三紀

中新世中期になって，この地域はふたたび、海底に没したのその結果，白主主系をおおって，

宋流系の海が，北から進入し，ゆるく傾斜した浅い大陸棚に曲淵層を堆積した。地殻の沈

|年にともなった弱い火山活動が， I出淵層堆積中 lこ火山性物質を抽出していた。

その後，やや不安定ではあるが，かなりゆっくりと隆起し，海岸線がしだいに北方に後

退していった。一方，夫北地域の南部から，宗谷爽炭層とした，陸成爽炭層を堆積させた

環境が，北に移動しはじめ，この閃隔の南部地域を，ひろくおおったようである。しかし，

この地域では，厚い石炭を形成するような環境ではなかったらしい。むしろ局部的に削剥

をうけていたようである。このような期間を，あまり長く経過することなしふたたび、や

や急激な沈降があって，鬼古別層を堆積させた海が侵入しはじめ，曲淵海よりもややひろ

い地域を，おおったようである。この沈降運動にともなって，ややはげしい火山活動があ
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ったようである。

鬼志別居の堆積後，海況はかなり荒れ， r子sい異決i付制、日が，大陸棚に堆積したのこれが

l沖i見層の堆積月一jである。この叫には， Y4i5別海に生棲していた動物群は，ほとんど姿を

けし，有孔虫を主体とした，中新世中・上認をしめす動物群があらわれた。 増幌層の異常

堆積!羽同は，かなり長い問続いたようであるのしかし， しだいに落ついて，後期には，幕

別居といわれる，厚い泥十IIの堆積がおとなわれた。

その後， J京J立はほとんどかわらないが，供給源地域の，火山活動が，かなりひんぱんに

おこなわれたのその結果.佐内層で代表される火山性物質をまじえた，大量の泥が急速に

J住積したようである。戸/1i]層堆積 Hflには，やや浅くはなるが，環境・火山活動・供給源­

tit積速度などは，稚内層JifJ宣明とほとんどかわらなかったようである。

その後，天北地域では，勇知層・反別居などの，中[t粒物7:'{"の堆積がおこなわれているが，

lτIH;I地11!~では，あきらかでない円

第三紀末には，完全lと陪化し，天北地域全h'~の油田構造を規定するような，摺曲・断層

迂引を主{よとする，大きなlL1構造j宮町があったっこの辺到にともなって，やや選たく的に，

玄式店の近入活動があったようである。

IIT.4.3 第四紀

第四紀にはいると，問けつ的な沈時と隆起をくりかえしながら，いくつかの平現両と，

Jffi積物をのこした n ミ北地域をつうじてみると， {日川層lit積:jfHこ， r苛1{[ ・4-1位に相当する

段正が形成されていたようであるの

洪積世後、!勺となって，昨起がやや停滞し， j:i-PD ・幕別原野から，その南方に細長くひろ

がる新しい堆積地がつくられ，日川層のlit債がおこなわれた o iff川!自の Jt問責拭は， tf~三紀

後、|ζの堆積往であったと， L!?えられるような位置であるのしかし第三紀の堆横山]ほどの，

ひろがりや深さではなかったらしい。せいぜい 20m~30m の厚さの堆積物をもたらすよ

うな，入江または泊のような環境であったろう。このような時期には，京部地域では，段

丘而と， tit積物がのこされたであろう。

日川!冒J#'積後，ふたたび隆起して，新しい堆積物をけっ、り，段丘堆積物をのこすような，

海浸がおこなわれた。その後，ふたたび隆起があって，現在までに削剥と平J:R.化作用をお

よぼしながら， ir11積地をつくり，現在の地形をほとんど完成した。

なお，沖積世の地史のうち，幕別原野発展の過梓は，原野にのこされた堆積物から，推

定することができる。 沼川層堆積当時の堆積往は， iJ! l積世にも，湿地帯・湖水または入江

としてなごりをとどめていたらしい。 しかも，現在みられる砂丘列の前身一一種の砂堤
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で，タト洋とへだてられ， Corbicula のような汽水h~只殻の生悼する T黒山であったようであ

る これがしだいに開積されて，水城が縮少し， J0 2'i5(;<.I 1こ川地帯がつくられ，ヨ己/などが幣

)'i(;する地域がひろがって， 3見イI:の!辰野がつくられたようであるハかつての水域のなごりは，

現在のシコプシトー況や小jHにとどめられている η

IV 応用地質

この地域の地下資源の主なものは，新第三系宗谷爽炭層にもとめられる石炭と j骨i幌層を

~III/~~ とする行~IHである「このほか，火成宕の少いこの地域では， tJr砂利・'， t; 1j砂利などの石

村)~地の開発が要望されている

lV.l 石炭

|叱 1 1!II ，';1 也h~ のtjf 符爽炭層は， IlU1このべたように，北方にむかつて薄くなり，尖減しているり

したがって，石炭層も，多くは f央 {I: していない円また炭!日もかなり悪化している ο

調査 ~IJ II!) には，版行されている炭砿はみられなかった。ただ，東部地域では，かなり厚

い炭層がみられ，道 h'持の開発によっては，将来地 }j のミ庭用炭または魚、業用成として，稼

行することができると考えられるの
牛

肉地域の主~~炭層柱状および露頭地点は第 25 図のとおりである。

;'，J 乙層の保瑚は，おもに知米別川本流の最上流地域および下白太路川正流地域であるつ

IV.2 石油

同IPI;l の西部地 j-I!~! とは， i!f くから )i ， !1a ・ j丹iわUIJI 田が知られていて，調査当時も，なお採 71fr

がおこなわれていた。このほか， [3'Y~ 系にみとめられた油徴が報告されている σ

IV.2.1 声問油田

fitl 今 Tff) 日間町の海岸に)[い沖積回に位置しているつ

村井鉱業によって，大正 7 年 lこ掘さくされ，少量の探 7111 をおこなったが，大正 13 1f・頃休

止されたハその後， 日本石油 lこ移行し，昭和 13 年摘さくに清手して，山油を見たが， l刊行干

のため中断されたの戦後ふたたぷ掘さくしたが，主要部が海中に没しているため，中止し

た門前千三当時は数 JA で採油されていたぺ現在は，帝国石油に属している。附近の表層地質

は， illl 積層でおおわれているため，あきらかでないの周辺地域には，戸間層がゆるい背斜

ホ 柴同松太郎・藤江 力: 前 11\ 1) の資料にもとづいて，編集したの
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第 25 図 東翼地域の宗谷爽炭田の分布と炭層露頭位置

1:下苗太路川左股 2:下市太路川右股 3: 士1I来別川
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そらく 1r~ て 1紀 1<) の火rI d万引によってもたらされたもので，ほぼ同II!J:RlIに，各fill-に j注入し

たものと汚えられるわ

III.3 地質情造

この地h;~の地同構造は，ほほ市北'1'1[:をしめす摺 IIJI構造と， mil帥illにほぼ平行した断層，

およびこれらを横断する断層などによって，決定されているの

II1.3.1 摺曲構造

|刈Ill ，o;l也h~をみると，白系の桝IU]構造と，新第三.系の摺1111構造には，大きな違いはみと

められない。ただ，白主系の地層は，新第三系の地層にくらべて急傾斜をしめしているの

また，白主系の中にみとめられる mullの振幅は，新第三系のものより，やや小さい。さら

に，新第三系にはみられないドーム構造が，白~系 l乙発達している。

大局的にみると，宗谷脊染山脈にそった，白 J主系を巾核とする背1，'1構造がみとめられ，

新第三系の分布を，大きく 2 分している c 白主系は，背斜rtf]公lをくりかえしながら，両部

にゆくほど.[:い:層が発注しているのこれに対して，新第三系は，大まかには点翼・四翼地

lll~で，それぞれ i付制構造をとっている。また，新第三系および白票系が広く発達している

点部地域では，やや複雑な摺fllJ構造を示しているが，増収川からの西部地域では，両{Mil ほ

どしだいに単純な構造となっている。

r'1T:i':系や新第三系の If;! にみとめられる， ?N1111 事Iii の)j ill]は， ほとんど N 10の_300 W の方

向性をもっているコしかし，宗谷i111~附近では，白守i系の大山中層が，市に沈んだ半ドーム構

造をとって分布しているのその車III の1J r(lj(土，やや東にふれた NNE-SSW で，前lこのべた

tMilll~(llIと斜交する方j(IJれをもっている n また，大 lil1tJドームの南部の il'l内附近には，大山中ド

ームとの関係から，上位慢が露出しなければならない牧民に，この図幅地域の最下位層が，

発注している。これは，大IJilF ドームと同様に， ドーム構造の一部(西翼部)が露出してい

るものと考えられるのこのようなドーム構造地域の特ちょうは，新第三系の段下位の山山l

層をかいて，九志別居が正[接白 'y~系をおおって，発達していることである。このような，

NNE-SSW の摺山の方向性や， ドーム構造は，新第三系の分布地域には，まったくみと

められない，構造であるつしたがって，新第三系堆積前に， ドーム構造を作る ;;'h動があっ

たことがあきらかである(すなわち，この地域の符l i1 11 は， 2 つの|時期の起到にもとづいて

いるものと:号えられるつ大岬ドームにしめされている NNE-SSE の軸方向をもった摺山

は，新第三系堆積前の構造であり，前にのべた NNW-SSE の軸方向摺曲は，新第三系堆

積後の構造であろう。
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III.3.2 断層構造

との地域の断層系統は， (1) l\' W~SE 方向の断層系統と， (2)(1) を間断する NE~SW

方向の断層系統にわけられるつ (1) は，前にのべた，新第三系堆積後の摺 flll 軌 lこ，ほほ平行

しており，新第三系堆積後の摺 fill 運動 lこともなって形成されたものと考えられる。 (2) は，

(1) の形成後に発達した断層であるのこれらは，いずれも新第三系堆積後(はっきり推定で

きるのは戸間層 Ji£ 積後)のものであるの

(1) の系統の代表的なものは， in 斥附近から，脊染背斜の東側を，背まと l朝!lt こ平行に走る断

層である。日梨川・!l J' 11 白川では，向雑に切られて，みだれており，また北Ii;!，沼 1~ では 2~3 本

に分裂している c しかし，知米別問中国地域で，宗谷断層とした断層まで，いちおう連杭し

ている。この断層の持ちょうは，一般に，断層の丙側は白百:系が，東和 IJ は新第三系の G 】ろ

いろな層準が，発達していることである n

また J' ;r 11119~ 川にそって，ほぼ r~'J北プ 'J /I 'ljl こ推定される断層 (r~lIPri; の市部地時で， I限延断層と

呼ばれているものの北部延長にあたっている〕があるわイチャシナイ JIIJl!rl!( f;j;庄の k~~~ rlli で

は， J行II日層の下位 ~ll と， 1%1 引回とが，この断 !Fj で践している f しかも， fff~ r)s 肘は，かなり

二L傾斜をしめしていること，および，この断層の川市には， 1';4 1 1J\\I;回より下作の地問の発述

が，まったくみられないことから，かなり大きな断層と巧えられる円この断層も， (1) 系 ilk

に属するものであろう

(2) 系統に属する代表的なものは， ir'l 内川川口から， lVll1 日川附近まで， NE~SW 方 l(lJ に

追跡される断層である c 日梨川の[-流地域では，この断層によって，前にのべた (1) 系統

の断層が，不連続となっている。また白空系が， N500~700E ・ 10° SE の志内・傾斜をも

って， くさび状に，新第二系分布地岐にはし】りこんでいるぐこのように，構造的に不連続

刊をともなってはいるが，大きくみると，括主は，それほど大きくはないようである

111.4 地史

これまでのべたことと，知来別・枇内図幅地域の知識から，この地域の地史の大~を，

あるていど推定することができる η

III.4.1 自皇紀

知米別|ヌ lip !，，;地 liN に発達する，チヱナイボ層，桃尻層の)詞 j、1-[ は，、 1~·i;t~l むの時 I立均、ら，かな

り急激な隆起をうけて，正盤の不安定な j支払 iの環岐にかわったことをしめしている。降起

の頂点は，桃尻層の J1[2憤 j~l であったらしく，その後は， リズミカノレな f: 斤. it 降がくりか

ド 小山内照・三行勝利・ :.L i IJJ 昭三: Iliill¥12)

- 40-



えきれ， nt'前層が堆積しだっ的内層の堆積期には，物質の供給源が変化したと同店に，い

ちじるしく供給が増加して，急速に厚く砂を堆積した。このような，基盤のやや不友定な

13期をへて，的内層堆積後には，ふたたび沈降し，ほぼ安定した環境となったようである。

その結果，砂相から泥相へと，堆積相が急変し，かなり急速な堆積がおこなわれたようで

ある。 ζ れが，苗太路層の堆積期である。との!l~}期には，イノセラムスを主体とした動物

群が生棲していた。

白太E持層堆積後，との地域の基盤は，ふたたび不安定な， リズミカノレな運動をつづけた

らしく，大岬層lとみられる砂と泥の互層相が堆積している。乙の時期には，火山活動が，

しだいに活ばつになって，火山岩片や浮石片をとばしている。また，とのような火山活動

にともなって，供給源に急変があったらしく，疎粒の堆積がみられる。

大iii中層堆積後は，隆起が進行して，浅い大陸棚の海況に，砂や泥の堆積がおこなわれた。

これが尾蘭内層の堆積開jである。火ILl活劫は，との時期にも，なおひき続いていたようで

ある。 主物群は，アジモナイト・イノセラムス類のほか，小型の斧行類や腕足類がくわわ

り， -J!手!明には，珊瑚類も生棲していた。その後，基盤の隆起につれて，供給源の変化が

みられ，急速な砂の堆積と，火山活主力がおこなわれていた。これがイチャユノナイ層の堆積

期である。

このような白空系の堆積後，との地域は，新第三紀中葉まで，ほとんど陸地化された環

泣であったらしし)この時期には，かなり大きな構造運動をこうむったようであるのこの

!!!ij明の構造運動は， NNE~SSW の摺山軸を，形成するような運劫であったらしい。また，

ドーム状構造が，各地に発達したようである。

III.4.2 新第三紀

中新世中期になって，この地域はふたたび海底に没したのその結果，白主系をおおって，

宋流系の海が，北から進入し，ゆるく傾斜した浅い大陸棚に曲j間層をf仕積したの地殻の沈

|年にともなった弱い火山活劫が，山部;\層Jf(i積中に火山性物質を抽出していた。

その後，やや不安定ではあるが，かなりゆっくりと降起し，海岸線がしだいに北方に後

退していったの一方，天北地域の南部から，宗谷爽炭層とした，陸成爽炭層を堆積させた

環境が，北lこ移到しはじめ，この図 i屈の南部地域を，ひろくおおったようである。しかし，

との地域では，厚い石炭を形成するような環境ではなかったらしい。むしろ局部的に削剥

をうけていたようである。このような期間を，あまり長く経過することなく，ふたたびや

や急激な沈降ーがあって，鬼吉、別層をsit.積させた海が侵入しはじめ，曲淵海よりもややひろ

い地域を，おおったようである。この沈降運動にともなって，ややはげしい火山活動があ
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ったようである。

鬼志別層の堆積後，海況はかなり荒れ，厚い異たliU責相が，大陸棚に堆積したしこれが

J許幌層0)1住積時iである。このミ~~lには ， !Jil，g，別海に主棲していた動物群は，ほとんど姿を

けし，有孔虫を主体とした，中新世中・上却をしめす動物群があらわれた。増幌層の異常

堆積期間は，かなり長い間続いたようである。しかし， しだし 3に落ついて，後期には，幕

別居といわれる，厚い泥十uのliH責がおこなわれた。

その後，環境はほとんどかわらないが，供給源地域の，火山活動が，かなりひんぱんに

おとなわれた。その結果.佐内層で代表される火山性物質をまじえた，大量の泥が急速に

堆積したようであるの }~YW.j層堆積朗には，やや浅くはなるが，環境・火山活動・供給源・

堆積速度などは，稚内層Jff:積削とほとんと、かわらなかったようである。

その後，天北地域では，民知!冒・反別!冒などの， Hlf寸物ytの堆積がおとなわれてp るが，

['XI1J{，LJ;也j戎では，あきらかでない n

第三紀末には，完全に陪比し， );.北地域全h~の iill 仕i構造を規定するような，僧r t\l ・断層

湿劫を主体とする，大きな造構造疋引があったのこの士.引にともなって，やや選たく的に，

玄武店のj立入活到があったようである。

lIT.4.3 第四紀

第四紀にはいると，問けつ的な沈降と隆起をくりかえしながら，いくつかの平刊 J酎と，

JW 積物をのこした〈天北地域をつうじてみると， il守川「昔堆積:1Uに， I副主・中位に相号する

段行:がJf:fJ立されていたようであるの

yJlJ'立世後、!えになって， I好起がやや p;~ 消し， jl; 問・幕別原野から，その i有In こ細長くひろ

がる新しい 3$ 積地がつくられ， jf1 川層の f目立がおこなわれた。 市川層の堆積盆は，第三紀

後、 lζ の Jfl: 債註であったと，ュ与えられるような位円である。しかし第三紀の堆積 \~I ほどの，

ひろがりや深さではなかったらしい。せいぜい 20m~30m の厚さの堆積物をもたらすよ

うな，入江または iiJJ のような環境であったろう。このような時間には点部地域では，段

正面とー J{f積物がのこされたであろう。

j行川層堆積後，ふたたび隆起して，新しい堆積物をけづり，段丘堆積物をのとすような，

向浸がおこなわれた。その後，ふたたび隆起があって，現在までに削剥と平 JR. 化作用をお

よぼしながら， ifl' 積地をつくり，現庄の地形をほとんど完成した。

なお，沖積世の地史のうち，幕別原野発展の過程は，原野にのこされた堆積物から，推

定することができる。沼川層堆積雪時の堆積設は，沖積世にも，湿地帯・湖水または入江

としてなごりをとどめていたらしい。 しかも，現存 Aみられる砂丘列の前身 一種の砂堤
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で，タ!、洋とへだてられ， Corbicula のような汽水域貝殻の生倍する環J;'~であったようであ

る i これがしだいに阿倍されて，水L況が粕少し，局部的にl~ln也iiYがつくられ，ヨ vなどが繁

f立する地域がひろがって， 1見{Eの原野がつくられたようである。かつての水域のなごりは，

現ノfEのシコプユノト一日や小jf1にとどめられている。

IV 応用地質

この地域の地下資源の主なものは，新第三系宗谷爽炭層にもとめられる石炭と J自幌層を

iilliJJjl とする石油であるのこのほか，火1&岩の少いこの地域では， r!I砂利・ ~t;IJ 砂利などの石

村白地の開発が要望されている

IV.l 石器

!'Zj I1J!j'; 地域の宗谷爽炭層は， I}fj にのべたように，北方にむかつて薄くなり，尖減して l) るり

したがって，行炭層も，多くは f欠点していないのまた炭質もかなり }[JJ 化しているの

調査 ~1 'J !LrJ' には，政行されている炭砿はみられなかったのただ，東部地域では，かなり序 A

い炭層がみられ， )己 il' 与の開発によっては， ;l守米地方の庭用炭または魚、業用 Ul:として，稼

行することができると考えられるつ

ホ

|司 11d 地域の主要炭層住状および露頭地点は第 25 !苅のとおりであるの

1.);よ層の時 jjn は，おもに匁 Di ミ別川本流の最上流地域および、下回太路川上流地域であるの

IV.2 石油

閃liLi の岡部地 J1MI 乙は，古くから戸間・巾幌油同がJ;l!られていて，調子f.当 II~; も，なお探 lrb

がおこなわれていた。このほか，白 'W 系にみとめられた油徴が報告されている c

IV.2.1 声問油田

f(E ド]I打 J ~q 河町の海岸に泣い沖積 i師に位置している。

村井鉱業によって，大正 7 J， fl 乙掘さくされ，少量の探 lr -l: lをおこなったが，大 IE 13 年頃休

止された η その後， 11* イ五 [13 に移行し，昭和 13 iF 掘さくに着手して，出油を見たが，戦争

のため中断された。戦後ふたたぶ掘さくしたが，主要部が海中に没しているため，中止し

た、調査当店は数 J/Cで搾油されていた、現在は，市同行 1111 に属しているの附近の表層地質

は， {Ill 積層でおおわれているため，あきらかでない。周辺地域には， 75 問層がゆるい背会|

中 柴問松太郎・藤江 力: 前出 1) の資料にもとづいて，編集したり
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第 25 図 東翼地域の宗谷爽炭層の分布と炭層露頭位置

1:下苗太路川左股 2: 下苗太路川右股 3: 知来別川
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第 26 図 宗谷爽炭層炭府柱状

A: 上層 B: 下層

目頁岩

ロ砂右

置石炭

田炭質頁岩

田凝灰岩

臼粘土

P 植物化石

P

B A

*構造をとって発達している。計II#-記録による

と， 1rr;-3m の{Ill積層(砂利層)があって，そ

れ以下 500 m-600m までは国民頁岩を主体と

している，稚内層で構成されている。稚内層の

下位には，粘性の強い，やややわらかい頁岩 lこ

砂岩~砂質頁岩をまじえる増 i幌層(幕別層)が

1,200 m まで記録されている c R2 号井では，

深度670m 附近および 120m 附近に if [j層がみと

められ， 1,000 m3 以下のガスの噴出とともに，

山油がみとめられている。 jhJ目油田全体では，

j宋皮 700 m-900m の J削見層から坑:J~で， 7 年

産約 170 kl の採油が報告されている。(昭和 28

年)油質は，中軽賀原油であるが，合闘力が多

く，常温でも凝固するという。

IV.2.2 増幌油田

稚内市字増幌の幕別丘陵地域である(

この区\i隔地域は，増収油田の北端部にあたっ

ていて，背斜軸部 l乙数坑掘さくされたようであ

るが，詳細はあきらかでない。

1\白幌油田の開発は， 大正 11 年村井忠;業の手

で， J-. 総式で掘さくされ， 220m-410ill の浅層

の油を採油していたが，減退がいちじるしく，

休止されていた。その後日本千 iiil'! にうつり，大

正 15 年頃から以層掘さくを開的し， 昭和 8 年

には， 1,340 m の深掘をおこなったが，稼行で

きる油量がなく，廃 lAされている。 (R3 号井〉

地表地)貰は，増幌層を中核として，まわりに稚内層が発達しており，西翼が 40 コ-50° ，

東翼が 20 U_30 U
の傾斜をもった背斜構造をしめしているつ増 l院層は，地表では I二部相の幕

中 帝国石油の資料による。ここに深く謝意を表する。

14) 北海道鉱業振興委員会編: 北海道石油鉱業の現況と将来， 1955.
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別層が主体である。 R3 号:if:の坑井地質は，地表から，頁岩と，細粒疎岩・砂岩の互層で

しめられているが，やや頁岩にとんだ部分も，記録されている。また 200m ・1，25001 ・ 1 ，300

m 附近には，炭質頁岩・粗悪石炭の薄層が数枚みとめられている。油徴・ガス徴は， 100m ・

220m ・ 46001 ・ 65001 附疋に，それぞれみとめられたが，採油・採ガスに但する量ではな

かったらしい。

*'ド

市同石71+1の資料ーによると，増幌油回全域では，年産 45kl である(昭和 28 年)。

IV.2.3 白堅系の油徴

3ド*ヰ

官磯の沢(不Ij矢古汁川)の上流で，河面に油肢がみとめられたととが，報告されている

が，宰者らの調査当時は，ほとんどわからなかったのこの地域は，イチャシナイ層および

尾蘭内層が分布している。したがって，両層から惨出した油と:考えられる。構造的には，

尾蘭内層の中に，東西ともに 10° 前後の傾斜をもった，背余|構造が推定される。

ボヰネ

また，泊内北方の屈の互層(時 !Jfj 層)巾の頁岩に，かすかな油呉および合油が報告され

ているが，調査当時は，わからなかった。この附近は，玄武岩でつらぬかれており，石油

旺胎 lこ適当な構造は，みとめられない。

以上の，白望系の中の油徴のほか，増幌層が，広く分布する，オピラ ν ヱナイ沢および

*キキ

その北万のーの沢で，河面に石油|肢がみとめられているが，調査当 nfj' は，みとめられなか

った。

IV.3 石材

稚内.宗谷地域には，建築基礎材あるいは路床パラスなどの産地が少し大部分は遠隔

地から運搬してまかなわれている。したがって，石材産地の開発がのぞまれている。しか

し宗谷地域は，前にのべたように，大部分が堆積岩類で構成されているため，ほかの地域

のように，竪硬な石材を豊百にのぞむことは，むずかしい。ただ，東海岸地域にみられる，

玄武岩が良材として採掘の対象となっているが，岩体が小さく，採掘条件は良好とはいえ

ない。いきおい堆積岩類の中の，やや堅硬な砂岩の露出地点の発見がのぞまれ，また数笛

* 帝国石油資料による。

料 北海道鉱業振興委員会編: 前出 14) に掲載されたものO

キ*申衛藤俊治: 前出 9)

宇中料 ここでのべることについては，図幅調査中の資料と，その後稚内砂利会社の好意に

よって，再度採石地をおとずれた際の資料をもとにしている。稚内砂利会社の各位

には，いろいろ便宜を給わった上，有益な助言を与えられた。ここに深く謝意を表

する。
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所で，採掘されている。

白呈系・新第三系をつうじて，採掘対象とすることのできる，砂持層の層i芋は第 1 表の

とおりである。

2 新湖第三系， 1 宮磯の沢 有

底曲 )再 , 基 2 宿磯学校の沢 無の砂岩 緑色， 粗粒砂岩， 凝灰荷質受 ,
3 精浜北方海岸の崖 風化状するともろい。ー に 有

塊 , 1珠質の部分あり。

4 イチャンナイ川下流地 金正

域

3 基鬼志別屑， 1 珊内西 jj の採石場 暗緑色，粗粒，礁質砂岩， 有

!氏の砂岩 凝灰質

2 1 から約 500m 西の地 向上 有
占山

3 清浜の北 }j 向上 有

i1 4 1宗K谷mのの沢地(点沢) 口から約 灰緑，粗粒，砂岩，緑色， 生正

JXE点をもっている c 塊~た

4 増幌層中の i 1 珊内西方約(3 の 1 の西採) |暗緑色，粗粒，礁質砂岩， 有-

砂岩干十および 石場から 200m 軟質部をはさむ。

球 2 "約占磯70北0 方の沢の口から 暗緑質色，粗粒，砂岩，礁頁粒岩を, 有

m 上流 軟砂岩をはさみ，

はさむ。

3 日梨北方の海岸 礁岩ス(円喋，人頭大以下) 鉦

レン状

表

I b j!t :}5 J: (f :｣;f0 I 採制岩質および岩相 |有無

山一~粗粒やや| 有
均質，板状 |

第 1

占
山

同準 l 露 iii 地

1 明系， 1rl I 汗1 内北方海岸の出
内層 |

表のほか，道路が開発されれば，なお多くの砂岩を利用することができる。ことにイチ

ヤジナイ川中・上流地域や脊梁地域に発達する，白豆系イチャシナイ層は，ほとんど無層

理塊状の相位砂岩であって，早:は無尽に近い。しかし末開発地域のため，現在では採掘は

不可能である。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50,000

SOYAandSOYAMISAKI

(Asahigawa-4,1)

By

HiroshiOsanai,

KatsutoshiMitaniandYoshioKitagawa

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

Theareaofthissheetmapissituatedinthenortherncornerof

Hokkaidδ ， extendingnorthof45ー20'N.lat., and141ー45'and142ー0'E.

long..

Topographically speaking, thee了lstern partofthisareaisoccupied

bylowelevatedmountainlandwiththeterracesinvariousheight,
whichisnothigherthan200m.sealevel, wheretherocksofCretacｭ

eousandNeogeneTertiarysystemcropout. Ontheotherhand, the

westernmainpurtisoccupiedbylowlandwithlakesand marshes,

consistsofalluvial deposits.

CretaceousSystem

TheoldestformationofthisareaistheTokimaeformationconsisｭ

tingofsandstoneandshalealternation. Visiblethicknessis65m.at

theexposureofTomarinai.

TheTomarinaiformationcoverstheabovementionedformation

conformably, andconsistsof sandstone which arecharacterized by

massiverockfacies. Totalthicknessis160m..

TheNaefutoroformationconsitsofshaleormudstonewhich in~

tercatatethintu 任 and sandstonelayer. Thisformationcoversthe
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precedingformationconformably. Thicknessis200m..

TheOmisakiformationliesconformablyontheNaefutoroformaｭ

tion, andconsistsofrhythmicalternationofsandstoneandshaleintercaｭ

latingthinwhitetu 任 The lithicnatureofthisformationischaracｭ

terizedbycontainingtafaceousmaterial, andincludingvariouskindsof

AmmoniteandInoceramus.

NextformationistheOrannaiformationwhichcovertheabove

mentionedformationconformably. Thisformationconsistsoftufaceous

sandstonewhichhasacharacterizedfeatureofscattered mudstoneor

shalepatchesandpumiceouspebblesandiscalled“ Dorokui sandstone"

byfieldname. Thefossilefaunaaresimplecoraltogetherwithvarious

speciesofAmmoniteandInoceramus. Thicknessofthisformationis

400m..

TheIchannai formation , istheuppermostCretaceousstrataof

thisarea, consistsofthickandmassivetufaceoushardsandstone. The

sandstoneofthisformationischaracterizedbyincludingsmallgrain

ofgreenorredcolouredmaterials (rock fragments) , andiscalled

“ Zasshoku sandstone"byfieldname.Thicknessis350m+.
NeogeneTertiary

TheMagaribuchiformation , occupiesthelowestoftheNeogene

Tertiaryinthis area, overliesuponCretaceoussystemdirectlywith

thinbasalconglomerate. Thecomponentofthisformationischiefly

tufaceoussandstone, mudstoneandtu 旺 Those facieschangevertically

suchasconglomerate-sandstone-mudstone-sandstone, andthewhole

faciesdevelopeinsouthernpartexceptingS6ya-misakiandTomarinai

area, wheretheOnishibetsuformationdirectlyoverlieuponCretaceolisｭ

systemunconformably. Inthisformation , atthewesterncoastalpart

(Kiyohama) , severalmolluscanfossilswerediscovered, whichareassiｭ

gnedtotheMiddleMioceneage. Thethicknessis150m..

TheSoyacoal-bearingformationistheonlyonecoalbearing

faciesintheTenpokucoalfield , andconsistsofsandstone, shale, cong・

lomerate, tu旺 and several coal seams in variousthickness. This

formationisfoundmerelyinthesouthernpartofthissheetmapaτea ，

becausethethinningoutofthisformationistracedfromsouthto
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north. Threeworkablecoalseamsareincludedinthisformationat

theeasternpart, however, thethicknessisvariableandisligniticin

nature.Thicknessis0m.---120m..

TheOnishibetsuformationliesunconformablyuponthepreceding

formation ,consistschieflyoftufaceoussandstone. Thetufaceousgreen

sandstonedevelopinginthebasalpartofthisformationisresembleto

glauconiticsandstone, anddistributesatthenorthernpartofthisarea

wheretheSoyacoal-bearingformationhadnotbeenaccumulated. The

fossilfaunafoundintheOnishibetsuformationisconsideredtobe

MiddleMiocene. Thicknessofthisformatonis150m.'"170m..

TheMasuporoformationcoversconformablyupontheunderlying

formationwithgreensandstoneatthebasal part, consistsof shale,
sandstoneandconglomerate. Therockfaciesisdivisibleintothree

facies , conglomerateinthelowerpart, sandstoneandshalealternation

inthemiddlepart, thesandstoneandshalealternationintheupper

part. AtMakubetsudistrict, itconsistschieflyofmudstonefacies

whichisnamedastheMakubetsufaciescorrespondingtotheupper

partofthisformation , andinthisdistrictcoalseamsarerecognized

insandstoneandshalealternationofthemiddlepart. Fossilforamiｭ

niferawasdiscoveredinmudstoneorshale. Thicknessis800m..

TheWakkanaiformationchieflydevelopesintheMakubetsudisｭ

trict, liesupontheMasuporoformation conformably, andconsistsof

hardshaleorhardsiltstone. Thisformationisestimated200m.in

thickness.

The Wakkanai formation is conformablycoveredbythenext

Koetoiformationconsistsalmostofmassivetufaceoussiltstone, andis

calculated300m.inthickness.

Quaternary

TheQuaternarydepositsconsistsofterrace deposits, whichare

dividedintotheNumakawaformation , threecoastalterrace deposits,
andalluvialdeposits. Alluvialdepositsarealsodividedintosand-dune

deposits, coastalandriverdepositsofrecent age, paleo・ lake deposits,

paleo・coastal depositsandpeat, etc..

TheNumakawaformationchieflydevelopesatthewestern part,
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liesunconformablyontheprecedingformation , andconsistsofgravel,
clay and sand. Coastal terrace deposits are divided into three

bedssuchas1stterracedeposits, 2ndterracedepositsand3rdterrace

deposits, andarewidelydistributesalongthecoastalline. The1st

terracedepositsistheheighestinthisarea, and50m.--60m. inheight

abovesealevel, andischie 臼y recognizedon thenorthernandeastern

coastalterraces. The2ndterracedepoitsis25m.--30m.in height,

andthe3rdoneis10m.--15m.inheightabovesealevel. Thedeposits

oftheseterracesarecomposedofsand, graveandclay. Theseterraces

areallcorrespondedtothelowerterraceintheTenpokuregions.

IgneousRocks

Thecompactandblackcolouredigneousrockswhichformthe

BentenIsland, theToyoiwaIsland, andtheotherrockreefsareall

olivinebasal 十 Same kindofrocksareobservedinCretaceousand

NeogeneTertiaryformationsassheetordykeatTomarinai, Maruyama,

andMoemayamaetc..

EconomicGeoglogy

Theundergroundresourcesinthisareaare ligniticcoalinthe

Sδya coal-bearingformation , andtheoilintheMasuporoformation.

Theformerispoorinqualityandisburiedintheinconvenientplaces.

Thelatterhavebeenworkedinsmallscalebyafewoilmineinthe

KoetoiandMakubetsuoilfields.

Manyquarries are workedalongthecoastalline area, building

stonesandsplitedgravelsarefromthesandstoneofthe Magaribuchi ,

theOnishibetsu, theMasuporo, theTomarinai formations, andolivine

basalts.
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